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(57)【要約】
　方法が開示される。この方法は一般に、皮膚のマイク
ロバイオームを改変することに役立つ。この方法は、局
所用組成物を対象の皮膚に投与することを含む。局所用
組成物も開示される。この局所用組成物は、前記方法に
用いられ得る。前記局所用組成物は、微生物の集団、微
生物の集団から得られる成分、又はそれらの組み合わせ
を含む。前記微生物の集団は一般的に、コリネバクテリ
ウム種である。前記コリネバクテリウム種は、１６Ｓ 
ｒＲＮＡ配列（配列番号１）に対し、少なくとも約９０
％、任意に少なくとも約９７％の配列同一性を有する。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　皮膚マイクロバイオームを改変する方法であって、前記方法が、局所用組成物を対象の
皮膚に投与することを含み、
　ここで、前記局所用組成物が、微生物の集団、前記微生物の集団から得られる組成物、
又はそれらの組み合わせを含み；
　前記微生物の集団が、その全長にわたり、配列番号１に記載の１６Ｓ ｒＲＮＡに対し
、少なくとも９４％、任意に少なくとも約９７％同一である１６Ｓ ｒＲＮＡ配列を有す
るコリネバクテリウム種である、方法。
【請求項２】
　前記局所用組成物が、前記微生物の集団を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記局所用組成物が、前記微生物の集団から得られた組成物を含む、請求項１又は２に
記載の方法。
【請求項４】
　前記組成物が、前記微生物の集団から得られた上清及び／又はその派生物を含む、請求
項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記微生物の集団及び前記微生物の集団から得られる組成物の少なくとも１つが、前記
対象の少なくとも１つの皮膚の病状を低減、遅延、及び／又は予防するための治療有効量
で前記局所用組成物中に存在する、請求項１～４の何れか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記対象の皮膚の病状が、炎症、発赤、色素沈着過剰、しわ、又はそれらの組み合わせ
を含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記局所用組成物が、局所用医薬組成物又は局所用化粧品組成物の形態である、請求項
１～６の何れか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記局所用組成物が、少なくとも1つの化粧品として許容される担体、賦形剤、添加剤
、又はそれらの組み合わせをさらに含む、請求項１～７の何れか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記対象が、ヒトであり、少なくとも１８歳であり、任意に約３０～約８０歳である、
請求項１～８の何れか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記対象の皮膚が、前記局所用組成物を投与する前の微生物の在来集団を有し、ここで
、前記微生物の在来集団が、前記対象の皮膚に投与される前記局所用組成物に関連する前
記微生物の集団とは異なる、請求項１～９の何れか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記微生物の在来集団が、コリネバクテリウム・クロッペンシュテッティを含み、ここ
で、任意に、前記コリネバクテリウム・クロッペンシュテッティが、その全長にわたり、
配列番号２に記載の参照１６Ｓ ｒＲＮＡ配列に対し、少なくとも９４％、任意に少なく
とも約９７％同一である１６Ｓ ｒＲＮＡ配列を有する、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記局所用組成物が、前記対象の皮膚に手で塗布され、任意に前記局所用組成物が、前
記対象の皮膚に擦り付けられ及び／又は揉みこまれる、請求項１～１１の何れか１項に記
載の方法。
【請求項１３】
　前記対象の皮膚が、前記対象の顔の皮膚としてさらに定義され、任意に、前記対象の前
額部の皮膚としてさらに定義される、請求項１～１２の何れか１項に記載の方法。
【請求項１４】
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　対象の皮膚のマイクロバイオームを改変する局所用組成物であって、前記局所用組成物
が、
　微生物の集団、前記微生物の集団から得られた組成物、又はそれらの組み合わせを含み
、
　ここで、前記微生物の集団が、その全長にわたり、配列番号１に記載の１６Ｓ ｒＲＮ
Ａ配列に対し、少なくとも９４％、任意に少なくとも約９７％同一である１６Ｓ ｒＲＮ
Ａ配列を有するコリネバクテリウム種であり； 及び
　前記局所用組成物が、局所用医薬組成物又は局所用化粧品組成物の形態である、局所用
組成物。
【請求項１５】
　前記局所用組成物が、前記微生物の集団を含む、請求項１４に記載の局所用組成物。
【請求項１６】
　前記局所用組成物が、前記微生物の集団から得られた組成物を含む、請求項１４又は１
５に記載の局所用組成物。
【請求項１７】
　前記組成物が、前記微生物の集団から得られた上清及び／又はその派生物を含む、請求
項１６に記載の局所用組成物。
【請求項１８】
　前記微生物の集団及び前記微生物の集団から得られた組成物の少なくとも1つが、前記
対象の少なくとも１つの皮膚の病状を低減、遅延、及び／又は予防するための治療有効量
で前記局所用組成物中に存在する、請求項１４～１７の何れか１項に記載の局所用組成物
。
【請求項１９】
　前記局所用組成物が、前記局所用化粧品組成物の形態である、請求項１４～１８の何れ
か１項に記載の局所用組成物。
【請求項２０】
　前記局所用組成物が、少なくとも１つの化粧品として許容される担体、賦形剤、添加剤
、又はそれらの組み合わせをさらに含む、請求項１４～１９の何れか１項に記載の局所用
組成物。
【請求項２１】
　請求項１４～２０の何れか１項に記載の局所用組成物の対象の皮膚への使用。
【請求項２２】
　炎症、発赤、色素沈着過剰、しわ、及びそれらの組み合わせからなる群から選択される
皮膚の病状に対処するための請求項１４～２０の何れか１項に記載の局所用組成物の使用
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　本出願は、２０１７年１１月２９日に出願された米国仮特許出願第６２／５９２，１５
８号の優先権及び全ての利点を主張し、その内容は参照により本明細書に組み入れられる
。
【０００２】
　配列表
　本出願は、ＡＳＣＩＩフォーマットで電子的に提出された配列表を含み、その全体が参
照により本明細書に組み入れられる。２０１７年１１月２７日に作成された上記ＡＳＣＩ
Ｉのコピーは、WN3376_ST25.txtという名前で、サイズが、４，０９６バイトである。
【０００３】
　発明の分野
　本発明は、概して、局所用組成物を使用して対象の皮膚マイクロバイオーム（ｍｉｃｒ
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ｏｂｉｏｍｅ）を改変するための方法に関する。本発明はまた、局所用組成物に関する。
局所用組成物は、当該方法で用いることができる。当該方法及び局所用組成物のそれぞれ
は、本明細書に記載されるような特定の１６Ｓ ｒＲＮＡ配列（配列番号１）を有するコ
リネバクテリウム種（Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍｓｐｅｃｉｅｓ）に関連する。
【０００４】
　関連技術の説明
　皮膚マイクロバイオーム（又はフローラ）は、通常、ヒトの皮膚に存在する微生物を指
す。微生物の多くは細菌であり、ほとんどが表皮の表層と毛包の上部に存在する。皮膚マ
イクロバイオームは、通常、非病原性であり、共生又は相利共生の何れかである。細菌が
提供できる利点には、栄養素を奪い合うこと、それらに対する化学物質を分泌すること、
又は皮膚の免疫系を刺激することの何れかによって、一過性病原生物が、皮膚表面にコロ
ニーを形成することを防ぐことが含まれる。残念ながら、一部の常在（又は在来）微生物
は、皮膚の病状及び／又は疾患を引き起こす可能性がある。
【０００５】
　上記を考慮して、皮膚のマイクロバイオームを改良する（例えば、向上する）方法を提
供する機会が求められている。皮膚のマイクロバイオームを改変するための向上した組成
物を提供する機会も必要とされる。
【発明の概要】
【０００６】
　発明の概要
　方法が提供される。当該方法は一般に、皮膚のマイクロバイオームを改良することに役
立つ。当該方法は、局所用組成物を対象の皮膚に投与することを含む。局所用組成物も提
供される。当該局所用組成物は、当該方法に用いられ得る。
【０００７】
　局所用組成物は、微生物の集団、微生物の集団から得られる成分、又はそれらの組み合
わせを含む。微生物の集団は一般的に、コリネバクテリウム種である。コリネバクテリウ
ム種は、１６Ｓ ｒＲＮＡ配列（配列番号１）に対し、少なくとも約９０％、任意で少な
くとも約９７％の配列同一性を含む。
【０００８】
　本発明の上記事項及び他の目的、利点、及び特徴は、本明細書の実施形態及び図面の説
明を参照することにより、より完全に理解及び認識されるだろう。本発明の実施形態を詳
細に説明する前に、本発明は、操作の詳細、又は以下に説明されるか又は図面に示されて
いる工程又は成分の構成及び配置の詳細に限定されないことを理解されたい。本明細書で
使用される語法及び用語は、説明を目的とするものであり、限定とみなされるべきではな
いことを理解されたい。「含む（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」及び「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉ
ｎｇ）」並びにそれらの変形を用いることは、その後に列挙される項目及びそれらの均等
物、並びに追加の項目及びその均等物を包含することを意味する。さらに、列挙したもの
は、様々な実施形態の説明で用いられ得る。特段の定めが無い限り、列挙された物の使用
は、本発明を何れか特定の順序又は要素の数に限定するものとして理解されるべきではな
い。列挙された物の使用は、本発明の範囲から列挙された工程又は要素と組み合わせられ
得るか又は結合され得る何れかのさらなる工程又は成分を除外するものとして理解される
べきではない。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、対象の人口統計を示す円グラフである。
【図２】図２は、対象の人口統計をさらに示す棒グラフである。
【図３】図３は、シャノン指数で推定された各部位における最近の多様性を示すパネルで
ある。グラフの各ポイントは、サンプルの多様性スコアを示す。
【図４】図４は、サンプル間の細菌微生物組成の類似性を示す座標付けである。ポイント
は、部位ごとに色分けされた個々のマイクロバイオームを表す。
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【図５】図５は、コリネバクテリウム（未分類）の前額部種レベル（ｆｏｒｅｈｅａｄ 
ｓｐｅｃｉｅｓ－ｌｅｖｅｌ）分析を示す箱ひげ図である。図示するように、相対存在量
（ｙ軸）は、対象の年齢（ｘ軸）によって変化する。
【図６】図６は、コリネバクテリウム・クロッペンシュテッティ（Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔ
ｅｒｉｕｍ ｋｒｏｐｐｅｎｓｔｅｄｔｉｉ）の前額部種レベル分析を示す箱ひげ図であ
る。図示するように、相対的存在量（ｙ軸）は、対象の年齢（ｘ軸）によって変化する。
【図７】図７は、コリネバクテリウム（未分類）及びコリネバクテリウム・クロッペンシ
ュテッティがどのように相互に排他的であるかを示す散布図である。
【図８】図８は、コリネバクテリウム・クロッペンシュテッティがしわ及びシミとどのよ
うに相関するかを示すヒートマップであう。また、図示するように、コリネバクテリウム
（未分類）は、しわ及びシミとの相関が低いか又は全くない。
【図９】図９は、コリネバクテリウム・クロッペンシュテッティの相対的存在量の関数と
しての発赤スコア分布を示す箱ひげ図である。
【図１０】図１０は、左側が、発赤が少ない／無し（１として示される）から右側が、発
赤が高い（５として示される）までの範囲の皮膚の発赤の視覚的等級付けスケールを示す
一連の写真である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　発明の詳細な説明
　本開示の方法は、対象の皮膚のマイクロバイオームを改良するために有用である。例え
ば、当該方法は、対象の少なくとも１つの皮膚の病状を低減、遅延、及び／又は予防する
ために使用され得る。本開示の方法は、美容法又は治療法と呼ばれ得る。
【００１１】
　当該方法及び／又は本開示の局所用組成物を介して低減、遅延、及び／又は予防され得
る皮膚の病状の例は、限定されないが、炎症、発赤、色素沈着過剰、しわ、及びそれらの
組み合わせを含む。当該方法を介して低減、遅延、及び／又は予防され得るさらなる皮膚
の病状は、限定されないが、ざ瘡、乾癬、酒さ、湿疹、白斑、皮膚筋炎、光線角化症（年
齢斑）、脂漏性角化症、皮膚炎、及びそれらの組み合わせを含む。様々な実施形態におい
て、本開示の方法及び／又は局所用組成物は、対象の皮膚をなだめる及び鎮静させること
の少なくとも１つに有用である。さらなる実施形態において、当該方法及び／又は局所用
組成物は、対象の皮膚を穏やかに保つ。さらなる皮膚の病状及び／又は疾患は、米国公開
特許公報２０１６／０２７１１８９ Ａ１、及び２０１７／０２２８５１４ Ａ１に記載さ
れており、これらの開示は、その全体が参照により本明細書に組み込まれる。
【００１２】
　「対象」、「個体」「宿主」、及び「患者」という用語は、本明細書において互換的に
使用され、ヒト、実験動物、家畜及び家庭用ペット、典型的にはヒトを含む何れかの動物
対象を指す。対象は、様々な微生物を宿主とすることができる。対象は体の様々な生息場
所に異なるマイクロバイオームを持つことができる。対象は、疾患のリスクが高いと診断
されているか又は疑われている可能性がある。対象は、疾患（すなわち、腸内菌共生バラ
ンス失調）の一因となっているマイクロバイオームの状態にある可能性がある。場合によ
って、対象は、必ずしも疾患のリスクが高いと診断又は疑われているわけではない。
【００１３】
　「マイクロバイオーム」、「細菌叢（ｍｉｃｒｏｂｉｏｔａ）」、及び「微生物の生息
場所（ｍｉｃｒｏｂｉａｌ ｈａｂｉｔａｔ）」という用語は、本明細書では互換的に使
用され得、対象の体上又は体内に生息する微生物の生態学的コミュニティを指すことがで
きる。マイクロバイオームは、片利共生微生物、相利共生微生物、及び／又は病原性微生
物から構成され得る。マイクロバイオームは、対象のほとんどの部位でなないにしても多
くの部位上又は部位内に存在する可能性がある。
【００１４】
　「治療」又は「治療する」という用語は、本明細書では互換的に使用され得る。これら
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の用語は、治療上の利益及び／又は予防上の利益を含むがこれらに限定されない有益な結
果又は所望の結果を得るためのアプローチを指し得る。治療上の利益は、治療されている
基礎疾患の根絶又は緩和を意味することができる。また、治療上の利益は、対象が依然と
して基礎障害に苦しんでいる可能性があるにもかかわらず、対象において改善が見られる
ように、基礎障害に関連する生理学的病状の１つ以上を根絶又は緩和することで達成され
得る。予防効果は、疾患又は病状の出現の遅延、防止、又は排除、疾患又は病状の症状の
発症を遅延又は排除する、疾患又は病状の進行を遅延、止める又は逆転させる、又はこれ
らの何れかの組み合わせを含む。予防上の利益のために、特定の疾患を発症するリスクの
ある対象、又は疾患の生理学的症状の１つ以上を報告している対象は、この疾患の診断が
下されていなくても治療を受けることがある。
【００１５】
　当該方法は、局所用組成物を患者の皮膚に投与することを含む。様々な実施形態におい
て、局所用組成物は、手で塗布される。しかしながら、局所用組成物はまた、適応する手
段を介して直接又は間接的に、例えば塗布器、ノズル、パッチ等を介して、皮膚に塗布さ
れ得る。特定の実施形態において、局所用組成物は、対象の皮膚に擦りつけられ及び／又
は揉みこまれる。
【００１６】
　本開示の局所用組成物はまた、本明細書では単に組成物と呼ばれることもある。加えて
、この開示の組成物は、パーソナルケア組成物、スキンケア組成物、医薬組成物、化粧品
組成物等と呼ばれる場合がある。特定の実施形態において、組成物は、化粧品組成物であ
り、化粧品的使用（ｃｏｓｍｅｔｉｃ ｕｓｅ）又は化粧品用途（ｃｏｓｍｅｔｉｃ ａｐ
ｐｌｉｃａｔｉｏｎ）に用いられ得る。他の実施形態において、組成物は、医薬組成物で
あり、医薬的使用（ｐｈａｒｍａｃｅｕｔｉｃａｌ ｕｓｅ）又は医薬用途（ｐｈａｒｍ
ａｃｅｕｔｉｃａｌ ａｐｐｌｉａｔｉｏｎ）に用いられ得る。
【００１７】
　組成物は、所望の効果が達成されるように、必要に応じて、毎日、一日に数回、又は何
れかの適切なレジメンで投与され得る。当該方法において、塗布の頻度は、予防、治療、
及び／又は効果の望ましいレベルを含むいくつかの要因に依存する可能性がある。一般的
に、レジメンは、朝の塗布及び／又は夕方の塗布のために、組成物を皮膚に１日１回又は
２回塗布することを含む。各塗布中に皮膚に塗布される組成物の量は、所望の結果のレベ
ル及び特定の組成物を含むいくつかの要因に依存し得る。
【００１８】
　様々な実施形態において、対象は、哺乳類であり、通常はヒトであり、様々な年齢の男
女が含まれる。様々な実施形態において、対象は、少なくとも１８歳、すなわち成人であ
る。特定の実施形態において、対象は、約２５～約１００、任意で約３０～約８０、任意
で約３５～約６０、任意で約４０～約５０歳である。何れかの特定の理論に拘束又は限定
されることなく、本開示の方法及び組成物は、中年の成人に特に有用であると考えられて
いる。
【００１９】
　組成物は、特定の対象又は対象上の位置に限定されない。例えば、ヒトは、顔、首、腕
、手、胸、胴、脚、足等、又はそれら何れかの組み合わせに組成物を塗布することができ
る。そのような皮膚の領域は、通常、乾燥、敏感、油性、又はそれら何れかの組み合わせ
であり得る。様々な実施形態において、組成物は、対象の顔、必要に応じて少なくとも対
象の前額部に適用される。何れかの特定の理論に拘束又は限定されることなく、本開示の
方法及び組成物は、対象の前額部、鼻、頬等の顔の皮膚に特に有用であると考えられてい
る。
【００２０】
　組成物は、微生物の集団、微生物の集団から得られる成分、又はそれら何れかの組み合
わせを含む。特定の実施形態において、組成物は、微生物の集団を含む。これらの又は代
替の実施形態において、組成物は、微生物の集団から得られる成分を含む（又はさらに含
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む）。
【００２１】
　微生物の集団は、コリネバクテリウム種である。コリネバクテリウム種は、まだ分類さ
れていないため、本明細書においては単にコリネバクテリウム（未分類）と呼ぶ場合もあ
る。そのような前提であるが、コリネバクテリウム種は、１６Ｓ ｒＲＮＡ配列：
TACGTAGGGTGCGAGCGTTGTCCGGAATTACTGGGCGTAAAGGGCTCGTAGGTGGTTTGTCGCGTCGTCTGTGAAATTCC
GGGGCTTAACTCCGGGCGTGCAGGCGATACGGGCATAACTTGAGTACTGTAGGGGTAACTGGAATTCCTGGTGTAGCGGT
GAAATGCGCAGATATCAGGAGGAACACCGATGGCGAAGGCAGGTTACTGGGCAGTTACTGACGCTGAGGAGCGAAAGCAT
GGGTAGCGAACAGG（配列番号１）、
に対し、少なくとも約９０％、少なくとも約９１％、少なくとも約９２％、少なくとも約
９３％、少なくとも約９４％、少なくとも約９５％、少なくとも約９６％、少なくとも約
９７％、少なくとも約９８％、少なくとも約９９％、少なくとも約９９．５％、又は１０
０％の配列同一性を含む。
【００２２】
　本明細書に記載される配列は、一般に、１６Ｓ ｒＲＮＡ遺伝子の標準化領域、典型的
に、１６Ｓ ｒＲＮＡ遺伝子のＶ４領域（又はサブ領域）に基づく。１６Ｓ ｒＲＮＡ配列
決定を用いる方法論は、当業者に理解されており、この開示は特定の方法論に限定されな
い。
【００２３】
　「１６Ｓ」、「１６Ｓリボソームサブユニット」、及び「１６ＳリボソームＲＮＡ（ｒ
ＲＮＡ）」という用語は、本明細書において互換的に使用され得、原核生物（例えば、細
菌、古細菌）リボソームの小サブユニット（例えば、３０Ｓ）の成分を指すことができる
。何れかの特定の理論に拘束又は限定されることなく、１６Ｓ ｒＲＮＡは、微生物の種
の間で進化的に高度に保存されていると考えられている。その結果、１６Ｓリボソームユ
ニットの配列決定を用いて、サンプル（例えば、対象の皮膚のマイクロバイオーム等）に
存在する微生物を特定及び／又は比較することが可能である。本明細書で使用され得る「
シーケンシング」という用語は、核酸分子（例えば、ＤＮＡ又はＲＮＡ核酸分子）におけ
るヌクレオチド塩基－Ａ、Ｔ、Ｃ、Ｇ、及びＵ－の順序を決定するための配列決定方法を
指す。
【００２４】
　本明細書で使用され得る「ゲノム」という用語は、その一次ＤＮＡ配列にコードされて
いる生物の遺伝情報全体を指すことができる。ゲノムは、遺伝子及び非コード配列の両方
を含む。例えば、ゲノムは、微生物ゲノムを示す場合がある。マイクロバイオームの遺伝
的内容は、ゲノムＤＮＡ、ＲＮＡ、及びリボソームＲＮＡ、エピゲノム、プラスミド、及
びマイクロバイオームを構成する微生物に見られるその他全てのタイプの遺伝情報を含む
ことができる。
【００２５】
　本明細書で用いられ得る「核酸配列」及び「ヌクレオチド配列」という用語は、オリゴ
ヌクレオチド又はポリヌクレオチド、及びその断片又は部分、及び一本鎖又は二本鎖であ
り得るゲノム又は合成起源のＤＮＡ又はＲＮＡを指すことができ、及びセンス又はアンチ
センス鎖を表すことができる。核酸配列は、アデニン、グアニン、シトシン、チミン、及
びウラシル（Ａ、Ｔ、Ｃ、Ｇ、及びＵ）並びに改良形（例えば、Ｎ６－メチルアデノシン
、５－メチルシトシン等）で構成され得る。ヌクレオチド配列に関して本明細書で使用さ
れ得る「相同性」及び「相同」という用語は、他のヌクレオチド配列とのある程度の相補
性を指す。部分的な相同性又は完全な相同性（すなわち、同一性）があり得る。核酸配列
に対して部分的に相補的、すなわち、「実質的に相同」であるヌクレオチド配列は、完全
に相補的な配列が、標的核酸配列にハイブリダイズすることを少なくとも部分的に阻害す
るものである。
【００２６】
　微生物の集団は、様々な方法で得ることができる。特定の実施形態において、集団のサ
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ンプルは、１人以上の対象の顔の皮膚、例えば、前額部の皮膚から採取される。様々な実
施形態において、対象は、若い年齢、例えば、２５歳未満、任意に１８歳未満である。何
れかの特定の理論に拘束又は限定されることなく、本開示のコリネバクテリウム（未分類
）は、子供、１０代、及び若い成人の顔の皮膚上に最も繁殖していると考えられている。
次いでサンプル集団を培養し、より大きな集団に増殖させることができる。微生物の集団
は、当該技術分野で理解されている方法を使用して、濃縮、単離、及び／又は精製するこ
とが可能である。
【００２７】
　組成物が、プロバイオティックに類似し得るように、微生物の集団自体を用いることが
可能である。本明細書で使用される「プロバイオティック」という用語は、適切に投与さ
れた場合、宿主又は対象に健康上の利益を与えることができる１つ以上の微生物を意味し
得る。
【００２８】
　いくつかの実施形態において、微生物の集団から得られる成分は、微生物の集団から得
られる上清及び／又はその派生物を含む。これらの実施形態において、集団は、上記のよ
うに得られ、その後処理され得る。例えば、微生物の集団は、分解され得、及びその成分
／材料を分離、単離等することが可能である。これらの実施形態は、ポストバイオティッ
クに類似し得る。
【００２９】
　様々な実施形態において、微生物の集団、及び／又は微生物の集団から得られる上清及
び／又はその派生物は、対象の皮膚をなだめる及び鎮静させることに有用である。微生物
の集団を得ることができる対象は、一般に、本開示の方法及び／又は組成物を介して治療
される対象とは異なることを理解されたい。例えば、前者の平均年齢は、後者の平均年齢
より低い場合がある。
【００３０】
　一般に、対象の皮膚は、局所用組成物を投与する前に微生物の在来集団を有する。典型
的に、微生物の在来集団は、対象の皮膚に投与される局所用組成物に関連する微生物の集
団とは異なる。例えば、微生物の在来集団は、コリネバクテリウム（未分類）を実質的に
含まないか、又は完全に含まない場合がある。何れかの特定の理論に拘束又は限定される
ことなく、本開示のコリネバクテリウム（未分類）は、中年成人及び高齢者の顔の皮膚上
（存在するとしても）においては、最も繁殖していないと考えられている。
【００３１】
　様々な実施形態において、微生物の在来集団は、コリネバクテリウム・クロッペンシュ
テッティを含む。特定の実施形態において、コリネバクテリウム・クロッペンシュテッテ
ィは、参照１６Ｓ ｒＲＮＡ配列：
TACGTAGGGTGCGAGCGTTGTCCGGAATTACTGGGCGTAAAGAGCTCGTAGGTGGTCTGTCGCGTCATTTGTGAAAGCCC
GGGGCTTAACTCCGGGTTGGCAGGTGATACGGGCATGACTGGAGTACTGTAGGGGAGACTGGAATTCCTGGTGTAGCGGT
GAAATGCGCAGATATCAGGAGGAACACCGGTGGCGAAGGCGGGTCTCTGGGCAGTAACTGACGCTGAGGAGCGAAAGCAT
GGGTAGCGAACAGG（配列番号２）、
に対し、少なくとも約９０％、少なくとも約９１％、少なくとも約９２％、少なくとも約
９３％、少なくとも約９４％、少なくとも約９５％、少なくとも約９６％、少なくとも約
９７％、少なくとも約９８％、少なくとも約９９％、少なくとも約９９．５％、又は１０
０％の配列同一性を含む。
【００３２】
　上述のように、本明細書に記載の配列は、一般に、１６Ｓ ｒＲＮＡ遺伝子の標的化領
域、典型的には、１６Ｓ ｒＲＮＡ遺伝子のＶ４領域（又はサブ領域）に基づく。１６Ｓ 
ｒＲＮＡの配列決定に用いる方法論は、当業者に理解されており、この開示は、特定の方
法論に限定されない。
【００３３】
　特定の実施形態において、微生物の集団及び微生物の集団から得られる成分の少なくと
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も１つは、対象の少なくとも１つの皮膚の病状を低減、遅延、及び／又は予防するための
治療有効量で局所用組成物中に存在する。
【００３４】
　様々な実施形態において、微生物の集団は、組成物の１００重量部を基準にして、約０
．１～約９９．９、任意に約１～約９９、任意に約５～約９５、任意に約１０～約９０、
任意に約１５～約８５、任意に約２０～約８０、任意に約２５～約７５、任意に約３０～
約７０、任意に約３５～約６５、任意に約４０～約６０、任意に約４５～約５５、任意に
約５０重量部の量で存在する。上位の値の間の何れかの及び全ての値又は範囲も利用され
得ることが企図される。そのような量は、１つ以上の追加の成分を含めるために正規化さ
れ得る。
【００３５】
　様々な実施形態において、微生物の集団から得られる成分は、組成物の１００重量部を
基準にして、約０．１～約９９．９、任意に約１～約９９、任意に約５～約９５、任意に
約１０～約９０、任意に約１５～約８５、任意に約２０～約８０、任意に約２５～約７５
、任意に約３０～約７０、任意に約３５～約６５、任意に約４０～約６０、任意に約４５
～約５５、任意に約５０重量部の量で存在する。上位の値の間の何れかの及び全ての値又
は範囲も利用され得ることが企図される。そのような量は、１つ以上の追加の成分を含め
るために正規化され得る。
【００３６】
　特定の実施形態において、当該方法は、皮膚の炎症又は皮膚の発赤、又はその治療を必
要とする対象におけるそれらの再発を治療する方法としてさらに定義される。それらの実
施形態において、当該方法は、治療上有効な量の上清を含む局所用医薬組成物を対象に投
与することを含む。上清は、コリネバクテリウム由来の１６Ｓ ｒＲＮＡ配列（未定義； 
配列番号１； Ｖ４領域）に対し、少なくとも約９７％配列同一性を含むｒＲＮＡ配列を
有する微生物の培養物由来である。上清は、コリネバクテリウム・クロッペンシュテッテ
ィ由来の１６Ｓ ｒＲＮＡ（配列番号２； Ｖ４領域）に対し、少なくとも約９７％の配列
同一性を含む微生物の皮膚での除菌効果を有する。
【００３７】
　他の特定の実施形態において、当該方法は、皮膚の炎症又は皮膚の発赤の可能性の治療
又は軽減、又はその治療を必要とする対象におけるそれらの再発の治療又は軽減の方法と
して定義される。これらの実施形態において、当該方法は、参照コリネバクテリウムに存
在する１６Ｓ ｒＤＮＡ配列（未定義； 配列番号１； Ｖ４領域）に対し、少なくとも約
９７％同一である１６Ｓ ｒＤＮＡ配列を含む細菌からなる治療有効量の細菌集団を含む
局所用医薬組成物を対象に投与することを含む。治療用組成物は、細菌集団が、皮膚上に
存在する病原性細菌に対し、阻害又は除菌効果を発揮するような条件下で投与される。病
原性細菌は、コリネバクテリウム・クロッペンシュテッティ由来の１６Ｓ ｒＲＮＡ配列
（配列番号２； Ｖ４領域）に対し、少なくとも約９７％の配列同一性を含む。
【００３８】
　さらに他の特定の実施形態において、対象が、臨床的又は亜臨床的な皮膚の炎症を獲得
するか又は有する可能性を診断するための方法が提供される。これらの実施形態において
、（診断）方法は、皮膚上に存在する豊富な細菌を使用する。細菌は、コリネバクテリウ
ム・クロッペンシュテッティ由来の１６Ｓ ｒＲＮＡ配列（配列番号２；Ｖ４領域）に対
し、少なくとも約９７％の配列同一性を含む。
【００３９】
　診断方法において、対象が皮膚にコリネバクテリウム・クロッペンシュテッティを有す
る場合、対象は、皮膚にコリネバクテリウム・クロッペンシュテッティを有しない対象と
比較して、臨床的又は亜臨床的な皮膚の炎症を発症する又は有する可能性が高いと考えら
れる。対象の年齢が高い場合、この影響は悪化する可能性がある。加えて、対象の皮膚に
コリネバクテリウム・クロッペンシュテッティが存在する場合、その集団は、他の対象と
比較して定量化及び／又は等級付けされ得、従って、臨床的又は亜臨床的な皮膚の炎症が
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起こり得る時期及び／又はその重症度の推定することを可能にする。さらに、対象がその
皮膚にコリネバクテリウム・クロッペンシュテッティを有する場合、対象は、本開示の方
法及び／又は組成物を介して治療され得る。
【００４０】
　以下の実施例でさらに説明されるように、驚くべきことに、相互に排他的な２つのコリ
ネバクテリウム種が存在し、１つは若者で繁殖し（コリネバクテリウム（未分類））、も
う一つは、高齢者で繁殖（コリネバクテリウム・クロッペンシュテッティ）している。さ
らに、コリネバクテリウム・クロッペンシュテッティは、臨床的に重要な皮膚の炎症及び
皮膚の発赤を伴うことに大きく関係していることがわかった。
【００４１】
　驚くべきことに、本発明者達は、コリネバクテリウム（未分類）を使用してコリネバク
テリウム・クロッペンシュテッティを改変又は改良できることを発見した。何れかの特定
の理論に拘束又は限定されることなく、コリネバクテリウム（未分類）の存在は、皮膚に
存在するコリネバクテリウム・クロッペンシュテッティよりも好ましいと考えられている
。これは、コリネバクテリウム・クロッペンシュテッティが、発赤等の１つ以上の好まし
くない皮膚の病状と相関することが発見されているためである。また、コリネバクテリウ
ム・クロッペンシュテッティの存在が実際にそのような皮膚の病状を引き起こす可能性が
あると考えられている。従って、コリネバクテリウム（未分類）は、コリネバクテリウム
・クロッペンシュテッティ及びその関連する皮膚の病状を置換、軽減、及び／又は予防す
るために用いられ得る。
【００４２】
　当該組成物は、１つ以上の添加剤等の本明細書に記載される追加の成分を含むことがで
きる。様々な実施形態において、組成物は、微生物の集団及び微生物の集団から得られる
成分の少なくとも１つから本質的になる。本明細書で用いられる場合、「から本質的にな
る」という語句は一般に、特定の実施形態について具体的に列挙された要素／成分を包含
する。さらに、「から本質的になる」という語句は一般に、その特定の実施形態の基本的
及び／又は新規の特徴に実質的に影響を与えない追加又は任意の要素／成分の存在を包含
及び可能にする。特定の実施形態において、「から本質的になる」は、組成物の総重量に
基づき、≦１０、≦５、又は≦１の重量パーセント（ｗｔ．％）の追加又は任意の線分の
存在を可能とする。他の実施形態において、組成物は、本明細書に記載されるように、微
生物の集団及び微生物の集団から得られる成分の少なくとも１つからなる。
【００４３】
　様々な実施形態において、当該組成物は、少なくとも１つの化粧品として許容される担
体、賦形剤、添加剤、又はそれらの組み合わせをさらに含む。適切な添加剤は、限定され
ないが、保湿剤、皮膚軟化剤、乳化剤、界面活性剤、オイル、抽出物、皮膚保護剤、消毒
剤、防腐剤、薬物及び原薬、鎮痛化合物、抗神経化合物、抗酸化剤、血液循環促進剤、抗
うつ化合物、抗不安化合物、抗ストレス化合物、日焼け止め、防虫剤、保存料、角質除去
剤、香料、着色料、フィラー、溶剤、ビヒクル、担体、当業者に知られている他のタイプ
の添加剤、及びそれらの組み合わせを含む当業者に既知の添加剤を含む。そのような添加
剤は、単独で又は組み合わせて利用され得る。様々な任意の添加剤は、以下でより詳細に
説明される。
【００４４】
　特定の成分又は添加剤が、異なる技術用語で分類される場合があり、成分又は添加剤が
そのような用語に分類されるからといって、それらがその機能に限定されることを意味し
ないことを理解されたい。利用される場合、添加剤は、組成物中に様々な量で存在し得る
。
【００４５】
　当該組成物は、１つ以上の保湿剤を含み得る。保湿剤は、肌に水分を与えたり、回復さ
せたりする。皮膚の水分量を増やすと、皮膚が柔らかくなり、しなやかになる。保湿剤は
、皮膚のしなやかさを維持する上で正常な皮膚の分泌物の作用を模倣し、蒸発に対するバ
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リアを与えることに役立つ。皮膚の保湿剤は、２つの一般的なタイプ、閉塞剤と湿潤剤を
含む。閉塞性保湿剤は、皮膚に層を形成し、蒸発速度を低下させる。湿潤剤は、水分を保
持し、皮膚が水分を利用できるようにする非閉塞性の吸湿性物質である。湿潤剤は、皮膚
の滑らかさを向上することによっても機能することができる。閉塞性及び湿潤性の両方の
保湿剤は、本開示の組成物での使用に適している場合がある。保湿剤は、単一の保湿剤で
構成されてもよく、又は皮膚軟化剤、乳化剤、脂質、界面活性剤、増粘剤、及び防腐剤等
の多様な目的に役立つために含まれ得る複数の材料から構成されてもよい。さらに、保湿
剤は、閉塞性及び非閉塞性の両方の特性を有し得る。水は保湿剤に含まれる材料の中に含
まれる場合がある。組成物中に組み込まれる保湿剤のレベル及びタイプの選択は、組成物
の安定性又はその使用中の特性に悪影響を与えることなく行われ得る。
【００４６】
　保湿剤は、長鎖Ｃ１２－Ｃ２２脂肪酸、液体水溶性ポリオール、グリセリン、プロピレ
ングリコール、ソルビトール、ポリエチレングリコール、メチル化グルコースのエトキシ
ル化／プロポキシル化エーテル、ラノリンアルコールのエトキシ化／プロポキシル化エー
テル、ラノリンアルコール、ココナッツ脂肪酸、獣脂脂肪酸、非閉塞性液体水溶性ポリオ
ール、アロエベラジェル、濃縮アロエベラジェル、アロエベラジェル凍結乾燥粉末、アロ
エベラジェルオイル抽出物、アミノ酸、羊水、アボカジン、カルシウムタンパク質複合体
、カシューオイル、チアオイル、キチン、キトサン、キトサンＰＣＡ、コレステリックエ
ステル、コンドロイチン硫酸、コラーゲン、コラーゲンアミノ酸、銅タンパク質複合体、
マレイン酸ジオクチル、ジペンタエリスリトール脂肪酸エステル、エラスチン、エチルパ
ンテノール、イブニングプリムローズオイル、グリセレス－１２、グリコスフィンゴ脂質
、ヒアルロン酸、ハイブリッドベニバナオイル、水素化ポリイソブテン、加水分解コラー
ゲン、加水分解エラスチン、加水分解フィブロネクチン、加水分解ムコ多糖、加水分解シ
ルク、加水分解コムギタンパク質、ホホバエステル、ケラチンアミノ酸、キウイフルーツ
抽出物、ラクタミドＭＥＡ、リポソーム、生存酵母細胞誘導体リポソーム、マリーナポリ
アミノ糖、ミネラルオイル、ミンクオイルエチルエーテル、ムコ多糖類、ムコ多糖類、パ
ルメット抽出物、パンテチン、パラフィン、ＰＥＧ－４、ＰＥＧ－６、ＰＥＧ－８、ＰＥ
Ｇ－１２、ＰＥＧ－１００ステアレート、ペルフルオロポリメチルイソプロピルエーテル
、ワセリン、ワセリンワックス、ピスタチオオイル、プラセンタ抽出物、 プランクトン
抽出物、ポリアミノ糖縮合物、ポリブテン、ポリグリセリルメタクリレート、ポリペンタ
エリスリチルテトララウレート、ＰＰＧ－１０ブタンジオール、ＰＰＧ－２０メチルグル
コースエーテルジステアレート、ローヤルゼリー抽出物、糖類イソメレート、セレンタン
パク質複合体、血清アルブミン、ヒアルロン酸ナトリウムジメチルシラノール、乳酸ナト
リウムメチルシロノール、マンヌロン酸ナトリウムメチルシラノール、可溶性コラーゲン
、スーパーオキシドジスムターゼ、スーパーオキシドジスムターゼリポソーム、組織抽出
物、リノール酸トコフェリル、リゾレシチン、レシチン、コレステロール、コレステロー
ルエステル、スフィンゴ脂質、又はセラミド等の親油性保湿剤、セリン、グルタミン、ソ
ルビトール、マンニトール、グリセリン、ピロリドンカルボン酸ナトリウム、１，３－ブ
チレングリコール、プロピレングリコール、乳酸、又は乳酸塩等の低分子保湿剤、ヒアル
ロン酸、ヒアルロン酸ナトリウム、エラスチン、アルギン酸、ムコ多糖、ポリエチレング
リコール、ポリアスパラギン酸塩、又は水溶性キチン等の高分子保湿剤、炭化水素オイル
、炭化水素ワックス、シリコーン、脂肪酸誘導体、コレステロール、コレステロール誘導
体、ジグリセリド及びトリグリセリド、植物オイル、植物オイル誘導体、液体非消化性オ
イル、液体可消化又は非消化オイルと固体ポリオールポリエステルのブレンド、アセトグ
リセリドエステル、アルキルエステル、アルケニルエステル、ラノリン及びその誘導体、
ミルクトリグリセリド、ワックスエステル、ミツロウ派生物、ステロール、リン脂質、又
はその他の保湿成分を含み得る。
【００４７】
　閉塞性保湿剤は、ワセリン、パラフィン、ワックス、グリース、ミネラルオイル、ミツ
ロウ、ラノリン及び油溶性ラノリン誘導体、ベヘニルアルコール等の飽和及び不飽和脂肪
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アルコール、スクアレン、及びアーモンドオイル、アプリコットオイル、アプリコットピ
ットオイル、アボカドオイル、ケイドオイル、ヒマシオイル、シナモンオイル、トウモロ
コシオイル、綿実オイル、イブニングプリムローズオイル、グレープオイル、グレープシ
ードオイル、ヘーゼルナッツオイル、ホホバオイル、アマニオイル、肝油、マカダミアナ
ッツオイル、ミンクオイル、ニートフットオイル、オリーブオイル、パームカーネルオイ
ル、パームナッツオイル、パームオイル、ピーチピットオイル、ピーナッツオイル、パイ
ンオイル、ピスタチオナッツオイル、ポピーシードオイル、ナタネオイル、米ぬかオイル
、米胚芽オイル、ベニバナオイル、サザンカオイル、セサミオイル、セサミシードオイル
、ダイズオイル、ヒマワリオイル、ヒマワリ種子オイル、 ツバキオイル、ウォルナット
オイル、コムギ胚芽オイル、コムギ胚芽オイル、ティーシードオイル、トリグリセリン、
グリセリントリオクタン酸塩、グリセリントリイソパルミチン酸塩、カカオ脂肪、ウシ脂
肪、ヒツジ脂肪、ブタ脂肪、ウマ脂肪、硬化オイル、硬化ヒマシオイル、木ろう、シアバ
ター、ミツロウ、キャンデリラワックス、コットンワックス、カルナバワックス、ヤマモ
モワックス、ツリーワックス、スペルマセティ、モンタンワックス、フスマワックス、ラ
ノリン、還元ラノリン、ハードラノリン、カポックワックス、サトウキビワックス、ホホ
バワックス、セラックワックス等の様々な動物及び植物オイル、又は閉塞性を示すその他
の保湿剤であり得る。
【００４８】
　保湿剤は、ビタミン、ヒドロキシ酸、及びレチノイドを含む、天然成分を模倣し、植物
薬として機能する薬剤を含み得る。ビタミンは、ビタミンＡ、レチノール、パルミチン酸
レチノール、イノシトール、塩素酸ピリドキシン、ニコチン酸ベンジル、ニコチンアミド
、ｄｌα－トコフェリルニコチン、リン酸アスコルビルマグネシウム、ビタミンＤ２（エ
ルゴカルシフェロール）、ｄｌα－トコフェロール、カリウムｄｌα－トコフェロール－
２－Ｌアスコルビン酸ジエステル、ｄｌ－α－トコフェリル酢酸、パントテン酸、ビオチ
ン、又はその他何れかのビタミンを含み得る。乾燥肌の重症度を低減する可能性のあるい
くつかの成分は、アルファヒドロキシ酸（ＡＨＡ）及びベータヒドロキシ酸（ＢＨＡ）（
それらの塩を含む）、並びにレチノイドを含む。ヒドロキシ酸は、その配置上のカルボン
酸の数に従って分類される。モノカルボン酸は、グリコール酸、乳酸、マンデル酸である
。ジカルボン酸は、リンゴ酸及び酒石酸を含む。トリカルボン酸は、柑橘系の果物に含ま
れるクエン酸を具体的に示す。ＢＨＡは、主にサリチル酸及びその誘導体を含む。ＡＨＡ
は、角質取りとして示されている。従って、それらは角質増殖症の病状に有用である。そ
れらは保湿剤として働き、角質層に正常化効果をもたらし、その可塑性と柔軟性を高める
。保湿剤の他の成分は、エラスチン、レシチン、ヒアルロン酸ナトリウム、ナトリウム受
動皮膚アナフィラキシー、セラミド、天然に存在する皮膚脂質及びステロール、人工又は
天然オイル、湿潤剤、皮膚軟化剤、乳化剤、保存料、潤滑剤、グリース、アンモニア、ア
ミノ酸、グルコサミン、クレアチニン、クエン酸塩等の低分子量物質、ナトリウム、カリ
ウム、塩化物、リン酸塩、カルシウム、マグネシウム等のイオン溶液、ピロリドンカルボ
ン酸ナトリウム、ヘキサデシル、ミリスチル、イソデシル等の天然保湿因子（ＮＭＦ）、
又はアジピン酸のイソプロピルエステル、 乳酸、オレイン酸、ステアリン酸、イソステ
アリン酸、ミリスチン酸及びリノール酸、及びそれらの対応するアルコールエステル、イ
ソステアロイル－２－乳酸ナトリウム及びカプリル酸ナトリウム、グリセリン、ポリエチ
レングリコール、プロピレングリコール、ソルビトール、メチルグルコースのポリエチレ
ングリコール及びプロピレングリコールエーテル、ラノリンアルコールのポリエチレング
リコール及びポリエチレングリコールエステル、乳酸、Ｌ－プロリン、及びその他の遊離
脂肪酸、ココナッツ脂肪酸、獣脂脂肪酸、非閉塞性液体水溶性ポリオール及び皮膚に天然
にみられる必須アミノ酸化合物、及びステアリン酸及びラウリン酸を含み得る。
【００４９】
　組成物は、１つ以上の皮膚軟化剤を含み得る。皮膚軟化剤は、荒れた皮膚を滑らかにし
、皮膚の外観を変化させ、滑らかにし、自然な皮質脂質を取替、及び閉塞を与えることが
できる。皮膚軟化剤は、油中水型エマルションから構成され得る。皮膚軟化剤は、あるも
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のを柔らかくしなやかにする場合があり、皮膚又は粘膜を落ち着かせる場合もある。ラノ
リン、シアバター、ワセリン等の皮膚軟化剤は、水分の損失に対するバリア（閉塞効果）
として、また角質層の軟化剤として機能する場合がある。他の皮膚軟化剤は、様々な組成
の油水乳濁液である場合があり、オクチルドデカノール、ヘキシルデカノール、オレイル
アルコール、オレイン酸デシル、ステアリン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル
、ミリスチン酸イソプロピル、ラウリン酸ヘキシル、ジオクチルシクロヘキサン等のいく
つかのエステル及びオイルが含まれる場合がある。さらに、皮膚軟化剤は、長鎖アシルグ
ルタミン酸コレステリルエステル、ヒドロキシステアリン酸コレステリル、１２－ヒドロ
キシステアリン酸、ステアリン酸、ロジン酸、ラノリン脂肪酸コレステリルエステル、ワ
セリン、ココアバター、脂肪酸のエステル、グリセリンモノ－、ジ－及びトリーエステル
、表皮及び皮脂炭化水素（コレステロール、コレステロールエステル、スクワラン、シリ
コーンオイル及びガム）、ミネラルオイル、ラノリン及びその誘導体、ヒマシオイル、ア
ーモンドオイル、オレイン酸オレイル、又はその他の何れかの皮膚軟化成分を含み得る。
【００５０】
　組成物は、１つ以上の乳化剤を含み得る。乳化剤は、油と水相の間の界面張力を低下さ
せることができる物質であり得、従って、油（水中油型エマルションの場合）及び水（油
中水型エマルションの場合）のそれぞれ小さなサイズの液滴に分散させることを助け、粒
子を分散状態に維持することを助ける。乳化剤は、一般に次のように分類される：ｉ）タ
ンパク質又は炭水化物ポリマー、これは、分散した脂肪又は油の粒子の表面をコーティン
グすることによって作用し、それらが融合することを防ぐ；このような乳化剤は保護コロ
イドとも呼ばれる、及びｉｉ）長鎖アルコール及び脂肪酸、これは、これらの分子の溶解
度特性により、浮遊粒子の界面で表面張力を低下させることが可能である。石鹸は、汚れ
の油性成分を乳化することによって洗浄作用を発揮する場合にこのように作用する。
【００５１】
　当該組成物は、1つ以上の界面活性剤を含む。界面活性剤は、洗剤、石鹸ベース、ラウ
リン酸ナトリウム、パルミチン酸ナトリウム、又は何れかその他の脂肪酸石鹸、ラウロ硫
酸ナトリウム、ラウロ硫酸カリウム、又は何れかその他の高級アルキル硫酸エステル塩、
ＰＯＥラウロ硫酸トリエタノールアミン、ＰＥＯラウロ硫酸ナトリウム、又は何れかその
他のアルキルエステル硫酸エステル塩、ラウロイルサルコシンナトリウム又は何れかその
他のＮ－アシルサルコシン酸、Ｎ－ミリスチル－Ｎ－メチルタウリンナトリウム、Ｎ－コ
コイル－Ｎ－メチルタウリン酸ナトリウム、ラウリルメチルタウリン酸ナトリウム、又は
何れかその他の高級脂肪酸アミドスルホン酸塩、ＰＯＥオレイルエーテルリン酸ナトリウ
ム、ＰＯＥステアリルエーテルリン酸、又は何れかその他のリン酸エステル塩、ジ－２－
エチルヘキシルスルホコハク酸、モノラウロイルモノエタノールアミドポリオキシエチレ
ンスルホコハク酸ナトリウム、ラウリルポロプロピレングリコールスルホコハク酸ナトリ
ウム、又は何れかその他のスルホコハク酸、線状デデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム
、線状ドデシルベンゼンスルホン酸トリエタノールアミン、線状ドデシルベンゼンスルホ
ン酸塩、又は何れかその他のアルキルベンゼンスルホン酸塩、Ｎ－ラウロイルグルタミン
酸ナトリウム、Ｎ－ステアロイルグルタミン酸ナトリウム、Ｎ－ミリストイル－Ｌ－グル
タミン酸モノナトリウム、又は何れかその他のＮ－アシルグルタミン酸ナトリウム、ナト
リウム硬化ヒマシオイル脂肪酸グリシン硫酸塩又は何れかその他の高級脂肪酸エステル硫
酸エステル塩、ターキーレッドオイル又は何れかその他の硫酸化オイル、ＰＥＯアルキル
エーテルカルボン酸、ＰＥＯアルキルアリールエーテルカルボン酸塩、α－オレフィン硫
酸塩、高級脂肪酸エステルスルホネート、第二級アルコール硫酸エステル塩、高級脂肪酸
アルキロールアミド硫酸エステル塩、ラウロイルモノエタノールアミドコハク酸ナトリウ
ム、Ｎ－パルミトイルアスパラギン酸ジトリエタノールアミン、カゼインナトリウム、又
は何れかその他のアニオン性界面活性剤、ステアリルトリメチルアンモニウムクロリド、
ラウリルトリメチルアンモニウムクロリド、又は何れかその他のアルキルトリメチルアン
モニウム塩、ジステアリルジメチルアンモニウムクロリド、ジアルキルジメチルアンモニ
ウムクロリド塩、ポリ（Ｎ，Ｎ’－ジメチル－３，５－メチレンピペリジニウム）クロリ
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ド、塩化セチルピリジニウム、又は何れかその他のアルキルピリジニウム塩、アルキル第
４級アンモニウム塩、アルキルジメチルベンジルアンモニウム塩、アルキルイソキノリニ
ウム塩、ジアルキルモルホニウム塩、ＰＯＥアルキルアミン、アルキルアミン塩、ポリア
ミン脂肪酸誘導体、アミルアルコール脂肪酸誘導体、塩化ベンザルコニウム、塩化ベンゼ
トニウム、又は何れかその他のカチオン性界面活性剤、ナトリウム２－ウンデシル－Ｎ，
Ｎ，Ｎ－（ヒドロキシエチルカルボキシメチル）－２－イミダゾリン、２－ココイル－２
－イミダゾリニウム水酸化物－１－カルボキシエチルオキシ－２－ナトリウム塩、又は何
れかその他のイミダゾリンファミリー双極性界面活性剤、２－ヘプタデシル－Ｎ－カルボ
キシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン、ラウリルジメチルアミノ
アセテートベタイン、アルキルベタイン、アミドベタイン、スルホベタイン、又は何れか
その他のベタインファミリー界面活性剤、又は何れかその他の双極性界面活性剤、ソルビ
タンモノオレエート、ソルビタンモノイソステアレート、ソルビタンモノラウレート、ソ
ルビタンモノパルミテート、ソルビタンモノイソステアレート、ソルビタンセスキオレイ
エート、ソルビタントリオレエート、ジグリセリルソルビタンペンタオクタノエート、ジ
グリセリルソルビタンテトラオクタノエート、又は何れかその他のソルビタン脂肪酸エス
テル、グリセリンモノ綿実オイル脂肪酸、グリセリンモノエルケート、グルセリンセスキ
オレエート、グリセリンモノステアレート、グリセリンα、α－オレイン酸ピログルタメ
ート、モノステアレートグリセリンリンゴ酸又は何れかその他のグリセリン又はポリグリ
セリン脂肪酸、プロピレングリコールモノステアレート又は何れかその他のプロピレング
リコール脂肪酸エステル、硬化ヒマシオイル誘導体、グリセリンアルキルエーテル、ポリ
オキシエチレンメチルポリシロキサンコポリマー、又は何れかその他の親水性非イオン性
界面活性剤、ＰＯＥソルビタンモノオレエート、ＰＯ－ソルビタンモノステアレート、Ｐ
ＯＥ－ソルビタンモノオレエート、ＰＯＥ－ソルビタンテトラオレエート、又は何れかそ
の他のＰＯＥソルビタン脂肪酸エステル、ＰＯＥ－ソルビットモノラウレート、ＰＯＥ－
ソルビタンモノオレエート、ＰＯＥ－ソルビットペンタオレエート、ＰＯＥ－ソルビタン
モノステアレート、又は何れかその他のＰＥＯソルビタン脂肪酸エステル、ＰＯＥ－グリ
セリンモノステアレート、ＰＯＥ－グリセリンモノイソステアレート、ＰＥＯ－グリセリ
ントリイソステアレート、又は何れかその他のＰＥＯグリセリン脂肪酸エステル、ＰＥＯ
モノオレエート、ＰＯＥジステアレート、ＰＯＥモノジオレエート、ジステアレートエチ
レングリコール、又は何れかその他のＰＯＥ脂肪酸エステル、ＰＯＥラウリルエーテル、
ＰＯＥオレイルエーテル、ＰＯＥステアリルエーテル、ＰＯＥベヘニルエーテル、ＰＯＥ
２－オクチルドデシルエーテル、ＰＯＥコレスタノールエーテル、又は何れかその他のＰ
ＯＥアルキルエーテル、ＰＯＥオクチルフェニルエーテル、ＰＯＥノニルフェニルエーテ
ル、ＰＯＥジノニルフェニルエーテル、又は何れかその他のＰＯＥアルキルフェニルエー
テル、プルロニック又は何れかその他のポロキサマー、ＰＯＥ．ＰＯＰセチルエーテル、
ＰＯＥ．ＰＯＰ－２－デシルテトラデシルエーテル、ＰＯＥ．ＰＯＰモノブチルエーテル
、ＰＯＥ．ＰＯＰ水和ラノリン、ＰＯＥ．ＰＯＰグリセリンエーテル、又は何れかその他
のＰＯＥ．ＰＯＰアルキルエーテル、テトロニック又は何れかその他のテトラ－ＰＯＥ．
テトラ－ＰＯＰエチレンジアミン縮合生成物、ＰＯＥヒマシオイル、ＰＯＥ硬化ヒマシオ
イル、ＰＯＥ硬化ヒマシオイルモノイソステアレート、ＰＯＥ硬化ヒマシオイルトリイソ
ステアレート、ＰＯＥ硬化ヒマシオイルモノピログルタミン酸物イソステアリン酸ジエス
テル、ＰＯＥ硬化ヒマシオイルマレイン酸又は何れかその他のＰＯＥヒマシオイル硬化ヒ
マシオイル誘導体、ＰＯＥソルビタンミツロウ又は何れかその他のＰＯＥミツロウラノリ
ン誘導体、ココナッツオイル脂肪酸ジエタノールアミド、ラウリン酸モノエタノールアミ
ド、脂肪酸イソプロパノールアミド、又は何れかその他のアルカノールアミド、ＰＯＥプ
ロピレングリコール脂肪酸エステル、ＰＯＥアルキルアミン、ＰＯＥ脂肪酸アミド、ショ
糖脂肪酸エステル、ＰＯＥノニルフェニルホルムアルデヒド縮合生成物、アルキルエトキ
シジメチルアミンオキシド、トリオレイルリン酸、又は何れかその他の親水性非イオン性
界面活性剤、又は何れかその他の界面活性剤であり得る。
【００５２】
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　当該組成物は、１つ以上のオイルを含み得る。オイルは、皮膚に迅速に浸透し、本発明
の組成物中に存在する他の成分の輸送を助ける浸透性経皮担体として作用することができ
る。利用可能なオイルの例は、アーモンドオイル、アニスオイル、アプリコットカーネル
オイル、アプリコットオイル、アボカドオイル、バームミントオイル、バジルオイル、ビ
ーバームオイル、ベルガモット、ベルガモットオイル、 バーチオイル、ビターアーモン
ドオイル、ビターオレンジオイル、キャラウェイオイル、カルダモンオイル、ヒマシオイ
ル、シダーウッドオイル、シナモンオイル、クレイオイル、クローブオイル、クローブリ
ーフオイル、ココナッツオイル、分画ココナッツオイル、綿実オイル、ヒノキオイル、ユ
ーカリオイル、イブニングプリムローズオイル、フェンネルオイル、クチナシオイル、ゼ
ラニウムオイル、ジンジャーオイル、グレープフルーツオイル、グレープシードオイル、
ヘーゼルナッツオイル、ホップオイル、ヒプチオイル、インディゴブッシュオイル、ジャ
スミンオイル、ホホバオイル、ジュニパーオイル、キウイオイル、ククイナッツオイル、
ローレルオイル、ラベンダーオイル、レモンオイル、レモングラスオイル、リンデンオイ
ル、アマニオイル、ラベージオイル、マカダミアナッツオイル、トウモロコシオイル、マ
トリカリアオイル、ムスクローズオイル、ネロリオイル、ナツメグオイル、オリバナム、
オリーブオイル、オレンジフラワーオイル、オレンジオイル、パームオイル、パチョリオ
イル、ピーチカーネルオイル、ピーナッツオイル、ペカンオイル、ペニーロイヤルオイル
、ペパーミントオイル、パーシックオイル、パインオイル、パインタールオイル、ポピー
シードオイル、ナタネオイル、ローズオイル、ローズヒップオイル、ローズマリーオイル
、ルーオイル、セージオイル、サンブカスオイル、ビャクダンオイル、サッサフラスオイ
ル、セサミオイル、シルバーモミオイル、ダイズオイル、スペアミントオイル、ヒマワリ
オイル、スイートアーモンドオイル、スイートマジョラムオイル、スイートバイオレット
オイル、タールオイル、ティーツリーオイル、タイムオイル、コムギ胚芽オイル、ワイル
ドミントオイル、ノコギリソウオイル、イランイランオイル、ウォルナットオイル、トー
ルオイル、アザミシードオイル、硬化植物オイル、又は何れかその他の適切なオイルを含
む。
【００５３】
　当該組成物は、エッセンシャルオイル、抽出物、及びそれらの組み合わせを含み得る。
エッセンシャルオイルは通常、植物由来の揮発性芳香化合物を含む濃縮液である。エッセ
ンシャルオイルは、揮発性オイル、エーテル性オイル、アエーテオレア（ａｅｔｈｅｒｏ
ｌｅａ）、又は単にそれらが抽出されたオイルとも呼ばれ得る。オイルは通常、植物の香
りのエッセンス、つまりそれが由来する植物の特徴的な香りを含んでいるという意味で「
エッセンシャル」である。
【００５４】
　樹皮、液果、花、果実、葉、皮、樹脂、根茎、根、種子、及び／又は木部等の様々な植
物のセクション又は部位を使用して、エッセンシャルオイル及び抽出物を得ることができ
る。エッセンシャルオイルは、蒸留（例えば、蒸気を使用）、圧搾、溶媒抽出、無水オイ
ル抽出、レジンタッピング、及び／又はコールドプレス等の様々な工程によって得ること
ができる。
【００５５】
　本開示に適した抽出物を得るために、いくつかの異なる抽出方法を用いることができる
。これらの抽出方法は、限定されないが、Ｒａｎａ ｅｔ ａｌ．の米国特許第７，８９７
，１８４号に開示される内容を含む。これは、その全体が参照により本明細書に組み入れ
られる。記載された抽出溶媒は、エタノールに具体的に言及しているが、イロプロピルア
ルコール、エチルアルコール、及び／又はメチルアルコール等の限定されない他のアルコ
ールをエタノールに加えて、又はエタノールの代用として使用できることを理解されたい
。例示的なアルコール性溶媒は、限定されないが、メタノール、エタノール、プロパノー
ル、イソプロパノール、及びブタノール等のＣ１－Ｃ４アルコール； ハイドロアルコー
ル又はアルコールと水の混合物（ハイドロエタノールを含む）；ポリエチレングリコール
及びブチレングリコール等の多価アルコール； 及び脂肪アルコールを含む。これらの何
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れかのアルコール溶媒も使用され得る。限定されないが、アセトン等の他の溶媒も抽出溶
媒として使用され得る。溶媒－水のブレンド、例えば、何れかの比率のアルコール－水及
び／又はアセトン－水のブレンドも使用することができる。様々な実施形態において、溶
媒は、得られる抽出物及び／又はそれに続く形態（例えば、抽出物粉末）が摂取に適した
形態である。例えば、溶媒は、水又はエタノールである。
【００５６】
　一実施例において、抽出物は、有機溶媒抽出技術を使用して取得され得る。他の実施例
において、溶媒逐次分画を使用して抽出物を得ることができる。トータルハイドロエタノ
ール性抽出技術（Ｔｏｔａｌ ｈｙｄｒｏ－ｅｔｈａｎｏｌｉｃ ｅｘｔｒａｃｔｉｏｎ 
ｔｅｃｈｎｉｑｕｅ）も、抽出物を得るために使用することができる。一般に、これは、
一括抽出と呼ばれる。この工程で生成された抽出物は、脂肪や水溶性の植物科学物質を含
む抽出された材料に含まれる広い範囲の様々な植物化学物質が含まれる。抽出液の回収後
、溶媒は蒸発し、抽出物が得られる。
【００５７】
　トータルエタノール抽出も使用され得る。この手法は、溶媒としてエタノールを使用す
る。この抽出技術は、水溶性化合物に加えて、脂溶性及び／又は親油性化合物を含み得る
抽出物を生成する。トータルメタノール抽出も同様の方法で使用でき、同様の結果をえる
ことができる。
【００５８】
　抽出物を得るために使用できる抽出技術の他の例は、超臨界流体二酸化炭素抽出（ＳＦ
Ｅ）である。この抽出手順では、抽出される材料は、何れかの有機溶媒に曝されない。む
しろ、抽出溶媒は、超臨界条件（例えば、＞３１．３℃及び＞７３．８ｂａｒ）での調節
剤の有無にかかわらず、二酸化炭素（ＣＯ２）である。当業者は、抽出物の最も良い収量
のための温及び圧力条件を変えることができることを理解するだろう。この技術は、トー
タルヘキサン及び酢酸エチル抽出技術と同様に（これもまた使用され得る）、脂溶性及び
／又は親油性化合物の抽出物を生成する。
【００５９】
　上記の抽出方法のそれぞれは、当該技術分野で周知の1つ以上の追加の処理工程を含む
、及び／又はそれらと組み合わせて利用され得る。例えば、植物材料は、粉砕、破砕、摩
砕等に供され得る。また、例えば、セルロース性／繊維状材料又は他の固体材料を除去す
るために、1つ以上の濾過工程に供する場合がある。また、例えば、特定の成分及び／又
は汚染物質を除去するために1つ以上の精製工程に供する場合がある。そのような精製は
、例えば、蒸留、蒸発、遠心分離等によって達成され得る。水及び／又は他の揮発性物質
、例えば、アルコール、より軽い化合物、ＶＯＣ等を除去するための1つ以上の濃縮工程
及び／又は乾燥工程にも供する場合がある。さらに、酸及び／又は延期を加えて、ｐＨを
調整又は中和することも可能である。最後の／最終抽出物の所望の形態に応じて、スクリ
ーニング、プレス、製粉、摩砕、混合、分散等の当該技術分野で公知の様々な追加のステ
ップも利用することができる。これらの追加の処理ステップを重複する及び／又は異なる
順序で組み合わせられることを意図することも理解されたい。また、本開示の方法は、芳
香成分中に、又は芳香成分として利用される場合、エッセンシャルオイル又は抽出物を得
る特定の方法に限定されないことも理解されたい。
【００６０】
　使用され得るエッセンシャルオイルの例は、限定されないが、アガーオイル又はオード
オイル、アガーウッドオイル、アジョワンオイル、オールスパイスオイル、アンジェリカ
オイル、アニスオイル、アプリコットカーネルオイル、アサフェティダオイル、バームミ
ントオイル、バルサムコパイバオイル、バルサムオイル、バジルオイル、ベイローレルオ
イル、ベイオイル、ベンゾインオイル、ベルガモットオイル、バーチオイル、ブラックペ
ッパーオイル、ブラッドオレンジオイル、ブーチュオイル、カラモジンオイル又はカラマ
ンシオイル、カラムスオイル、カンファーオイル、カンナビスオイル、キャラウェイシー
ドオイル、カルダモンシードオイル、キャロットオイル、キャロットシードオイル、カッ
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シアオイル、キャットニップオイル、シダーオイル又はシダーウッドオイル、セロリオイ
ル、センテラオイル、カモミールオイル、シナモンオイル、シトロンオイル、シトロネラ
オイル、クラリーセージオイル、クローブオイル、ココナッツオイル、コーヒーオイル、
コパイバオイル、コリアンダーオイル、コスマリーオイル又はバイブルリーフオイル、コ
スタスルートオイル、クランベリーシードオイル、クベバオイル、クミンオイル又はブラ
ックシードオイル、カレーリーフオイル、サイプレスオイル、シプリオールオイル、ダバ
ナオイル、ディルオイル、エレカンパンオイル、エレミオイル、ユーカリオイル、フェン
ネルオイル、フェヌグリークオイル、ファーニードルオイル、アマオイル、フランキンセ
ンスオイル、ガランガルオイル、ガルバナムオイル、ゼラニウムオイル、ジンジャーオイ
ル、ゴールデンロッドオイル、グレープフルーツオイル、グアバオイル、ヘリクリサムオ
イル、ヒッコリーナッツオイル、ホップオイル、ホースラディッシュオイル、ヒソップオ
イル、ジャスミンオイル、ジュニパーベリーオイル、ラブダナムオイル、ローラスノビリ
スオイル、ラベンダーオイル、レダムオイル、レモンオイル、レモングラスオイル、ライ
ムオイル、リナロールオイル、リトシーキュベバオイル、ロータスオイル、マグノリアオ
イル、マンダリンオイル、マヌカオイル、マジョラムオイル、メラルーカオイル、メリッ
サオイル又はレモンバームオイル、ハッカオイル、ミントオイル、モリンガオイル、マウ
ンテンセイボリーオイル、ヨモギオイル、マスタードオイル、ミルラオイル、マートルオ
イル、ニームオイル、ネロリオイル、ニアウリオイル、ナツメグオイル、オリーブオイル
、オレンジオイル、オレガノオイル、オリスオイル、パルマローザオイル、パロサントオ
イル、パセリオイル、パチョリオイル、ペラルゴニウムオイル、ペニーロイヤルオイル、
ペパーミントオイル、シソオイル、プチグレインオイル、パインオイル、プルメリアオイ
ル、ラジアータオイル、ラベンサラオイル、レッドシダーオイル、ロマンカモミールオイ
ル、ローズオイル、ローズヒップオイル、ローズマリーオイル、ローズウッドオイル、セ
ージオイル、サンダルウッドオイル、サッサフラスオイル、セイボリーオイル又はサチュ
レヤオイル、シサンドラオイル、スペアミントオイル、スパイカナードオイル、スプルー
スオイル、スターアニスオイル、スイートアニーオイル、タンジェリンオイル、タンジー
オイル、タラゴンオイル、ティーツリーオイル、タイムオイル、ターメリックオイル、バ
レリアンオイル、バーベナオイル、ベチバーオイル又はクスオイル、ワリオニアオイル、
ウィンターグリーンオイル、ワームウッドオイル、ノコギリソウオイル、イランイランオ
イル、ゼドアリーオイル、及びそれらの組み合わせ、を含み得る。
【００６１】
　使用され得る抽出物の例は、限定されないが、アカシア抽出物、アルファルファ抽出物
、藻類抽出物、アーモンド抽出物、アロエバルバデンシス抽出物、アロエ抽出物、アルテ
ア抽出物、アニス抽出物、アップル抽出物、アプリコット抽出物、アルニカ抽出物、アル
ニカモンタナ抽出物、アーティチョーク抽出物、アサフォエティダ抽出物、アボカド抽出
物、アズレン抽出物、バームミント抽出物、バームミント抽出物、バンブー抽出物、バナ
ナ抽出物、オオムギ抽出物、ベアベリー抽出物、ミツバチ花粉抽出物、ビート抽出物、ビ
ルベリー抽出物、バーチリーフ抽出物、ブラックコホッシュ抽出物、ブラックカラント抽
出物、ブラックウォルナット抽出物、ブラックベリー抽出物、ブラックベリーリーフ抽出
物、ブラダーラック抽出物、ブルーベリー抽出物、ルリジサ抽出物、植物抽出物、ソバ抽
出物、ゴボウ抽出物、バーネット抽出物、ブッチャーズブルーム抽出物、カレンデュラ抽
出物、カメリアシネンシス抽出物、カモミール抽出物、ケイパー抽出物、トウガラシ抽出
物、カラギーナン抽出物、キャロット抽出物、チェリモヤ抽出物、サクラ樹皮抽出物、チ
ェリー抽出物、シンコナ抽出物、キジムシロ抽出物、シトラス花抽出物、クローバー花抽
出物、フキタンポポ抽出物、ハンゴンソウ抽出物、コーンシルク抽出物、ヤグルマギク抽
出物、コンフリー抽出物、カウチグラス抽出物、クラテガス抽出物、クラテガスモノギナ
抽出物、キュウリ抽出物、ヒノキ抽出物、タンポポ抽出物、ドッグローズヒップ抽出物、
エルダーフラワー抽出物、エウテロコッカス抽出物、ニレ樹皮抽出物、イングリッシュオ
ーク抽出物、ユーカリ抽出物、エバーラスティング抽出物、フェンネル抽出物、フェヌグ
リーク抽出物、シダ抽出物、イチジク抽出物、クチナシ抽出物、ニンニク抽出物、リンド
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ウ抽出物、ショウガ抽出物、ギンコ・ビローバ抽出物、イチョウ抽出物、イチョウ抽出物
、チョウセンニンジン抽出物、グレープ抽出物、グレープリーフ抽出物、グレープシード
抽出物、グレープスキン抽出物、ゴジベリー抽出物、ガラナ抽出物、ハワイアンジンジャ
ー抽出物、ヘイフラワー抽出物、ヘリクリサム抽出物、ヘナ抽出物、ハイビスカス抽出物
、ホップ抽出物、セイヨウトチノキ抽出物、トクサ抽出物、オトギリソウ抽出物、インデ
アンクレス抽出物、アイビー抽出物、ジョブズティアー抽出物、ホホバオイル、ナツメ抽
出物、ジュニパー抽出物、トショウ抽出物、カライト抽出物、ケルプ抽出物、キウイ抽出
物、クラメリアトリアンドラ抽出物、レディースマントル抽出物、ラミナリアデジタタ抽
出物、ラミナリア抽出物、ラベンダー抽出物、レモンバーム抽出物、レモン抽出物、レモ
ンピール抽出物、レタス抽出物、リコリス抽出物、リンデン抽出物、セイヨウムラサキ抽
出物、アカネ抽出物、アオイ抽出物、マンゴー抽出物、マシュマロ抽出物、マトリカリア
抽出物、メロン抽出物、ミルフォイル抽出物、ミモザテヌイフローラ樹皮抽出物、ヤドリ
ギ抽出物、モンクフルーツ抽出物、マッシュルーム抽出物、ミルラ抽出物、イラクサ抽出
物、オークルート抽出物、オート抽出物、オレオレジン、タマネギ抽出物、オレンジブロ
ッサム抽出物、オレンジフラワー抽出物、オイスターシェル抽出物、パンジー抽出物、パ
セリ抽出物、パパイヤ抽出物、パッションフルーツ抽出物、モモ抽出物、ペリトリー抽出
物、ペニーロイヤル抽出物、ペパーミント抽出物、ツルニチニチソウ抽出物、松葉抽出物
、パイナップル抽出物、ピスタチオ抽出物、オオバコ抽出物、花粉抽出物、キラヤサポナ
リア抽出物、マルメロシード抽出物、ラズベリー抽出物、ラウオルフィア抽出物、レスタ
ロウ抽出物、ラタニー抽出物、ルバーブルート抽出物、米ぬか抽出物、ローズヒップ抽出
物、ローズマリー抽出物、セージ抽出物、サンブカス抽出物、サンギナリアルート抽出物
、サポナリア抽出物、海藻抽出物、ソープワート抽出物、ダイズ抽出物、スペアミント抽
出物、セントジョンズワート抽出物、イラクサ抽出物、ストロベリー抽出物、サトウキビ
抽出物、ヒマワリ抽出物、スイートクローバー抽出物、ティー抽出物、アザミ抽出物、タ
イム抽出物、トマト抽出物、トルメンチル抽出物、バレリアン抽出物、バニラ抽出物、バ
イオレット抽出物、ウォルナット抽出物、クレソン抽出物、コムギブラン抽出物、コムギ
胚芽抽出物、白イラクサ抽出物、ホワイトオーク樹皮抽出物、ホワイトウィローバーク抽
出物、ワイルドインディゴ抽出物、ウィローバーク抽出物、ウィッチヘーゼル抽出物、ノ
コギリソウ抽出物、及びそれらの組み合わせ、を含む。
【００６２】
　当該組成物は、1つ以上の皮膚保護剤を含み得る。利用可能な適切な皮膚保護剤の例は
、アラントイン、アロエベラジェル、アニス抽出物、アボカドオイル不鹸化物、カルボキ
シメチルキチン、コンドロイチン硫酸、コラーゲン、コラーゲンアミノ酸、胚抽出物、リ
シノール酸グリセリル、加水分解動物エラスチン、加水分解乳タンパク質、加水分解植物
タンパク質、リノール酸（及び）リノレン酸（及び）アラキドン酸、リポソーム、パーフ
ルオロポリメチルイソプロピルエーテル、プランクトン抽出物、及び脊椎骨髄抽出物を含
む。
【００６３】
　当該組成物は、1つ以上の原薬を含み得る。組成物への原薬の組み込みは、様々な皮膚
疾患の予防又は治療のために、又は経皮吸収のための有効的に局所投与される原薬を皮膚
に送達するために有用であり得る。原薬は、原薬がヒトに有益な効果をもたらす可能性の
ある何れかの化合物又はその混合物であり得る。原薬は、ヒトを含む哺乳動物において局
所的又は全身的効果を生じる生理学的又は薬理学的な物質であり得る。利用可能な適切な
原薬の例は、抗炎症化合物、鎮痛剤、精神安定剤、強心配糖体、麻薬拮抗薬、抗パーキン
ソニズム薬、抗うつ剤、抗腫瘍剤、免疫抑制剤、抗ウイルス剤、抗生物質、食欲抑制剤、
抗嘔吐剤、抗ヒスタミン剤、抗片頭痛剤、冠動脈、脳又は末梢血管拡張剤、抗狭心症剤、
カルシウムチャネル遮断剤、ホルモン剤、避妊薬、抗血栓薬、降圧剤、化学物質依存薬、
局所麻酔薬、コルチコステロイド、外皮用剤及び同様のもの、オールトランスレチノール
、酢酸レチノール、パルミチン酸レチノール、プロピオン酸レチノール、ベータカロチン
、オヒョウ肝油、サメ肝油等のビタミンＡ様ビタミン類、チアミン酸塩、ベンフォチアミ
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ン、ビスベンチアミン、ビスブチアミン、ビシブチアミン、塩酸ベトイアミン、塩酸セト
チアミン、コカルボキシラーゼ、シコチアミン、フルスルチアミン等のビタミンＢ１、リ
ボフラビン、リボフラビンテトラブチレート、フラビンアデニンジヌクレオチド等のビタ
ミンＢ２、ビタミンＢ６、コバラミン、Ｂ１２ ＴＡＭ、コバマミド、シアノコバラミン
、メコバラミン、その他のＢ群のビタミン等のビタミンＢ１２、アスコルビン酸等のビタ
ミンＣ、エルゴカルシフェロール（ビタミンＤ２）等のビタミンＤ、コレカルシフェロー
ル（ビタミンＤ３）、カルシフェジオール、カルシトリオール、アルファカルシトリオー
ル、ジヒドロタキステロール、アルファカルシドール、カルシフェジオール、カルシトリ
オール、コレカルシフェロール、タラ肝油、ジヒドロタキステロール、エルゴカルシフェ
ロール、ビタミンＥ、アルファトコフェロール、ニコチン酸トコフェロール、トコフェリ
ルキノン、コムギ胚芽オイル、フィトメナジオン、メナジオール二リン酸ナトリウム、メ
ナジオン等のビタミンＫ、ビタミンＰ、スクラルファート、スクロースオクタサルフェー
ト及びその塩、エステル及び錯体等のスクロース硫酸エステル、フェノキシエタノール等
の抗菌剤、又はその他何れかの原薬を含む。
【００６４】
　組成物は、１つ以上の鎮痛化合物を含み得る。利用可能な適切な鎮痛化合物の例は、ア
ロエベラ、ＭＳＭ、エミューオイル、メントール、グルコサミン、コンドロイチン、カプ
サイノシド、アルニカ抽出物、コリアンダーオイル、ローマカモミールオイル、ヤナギ樹
皮抽出物、ナツシロギク抽出物、セントジョンズワート抽出物、カバカバ抽出物、イラク
サの葉、アセチルサリチル酸、バラ（Ｂａｌａ）、ブラックコホッシュ、ブラックスネー
クルート（ｂｌａｃｋ ｓｎａｋｅｒｏｏｔ）、バグベイン（ｂｕｇｂａｎｅ）、スクウ
ォールート（ｓｑｕａｗｒｏｏｔ）、ブプレウラム、カレンデュラ、カンファー、カイエ
ン、デビルズクロールート、イブニングプリムローズオイル、ジンジャー、ゴツコラ、イ
チョウ、ジュニパー、ラベンダーオイル、リコリス、マジョラム、シモツケソウ、メント
ール、パッションフラワー、ケルセチン、サリシナム、ワイルドヤム、ウィンターグリー
ン、ウッドベトニー、ヨモギ、又は何れか他の鎮痛剤を含む。
【００６５】
　組成物は、１つ以上の抗炎症化合物を含み得る。利用可能な適切な抗炎症化合物の例は
、アロエベラ、ＭＳＭ、エミューオイル、コンドロイチン、グルコサミン、カプサイノシ
ド、アルニカ抽出物、グレープシードオイル、コリアンダーオイル、マリーゴールド抽出
物、イラクサの葉抽出物、ローマカモミールオイル、ブルーボトル抽出物、セントジョン
ズワート抽出物、ヤナギ樹皮抽出物、ウィッチヘーゼル抽出物、ナツシロギク抽出物、バ
ーレイグラス、ブラックコホッシュ、ブラックスネークルート、バグベイン、スクウォー
ルート、ボスウェリア、ルリジサ、ブロメライン、ゴボウ、カレンデュラ、カイエン、タ
ンポポ、デビルズクロールート、ＤＨＥＡ（デヒドロエピアンドロステロン）、エキナセ
ア、エルダーフラワー、イブニングプリムローズオイル、アマニ、イチョウ、ジンジャー
、チョウセンニンジン、ホーソン、ケンフェロール、リコリス、ライフルート、ゴールデ
ンセネキオ、スコーウィード、ゴールデングラウンセル、コカッシュウィード、コフウィ
ード、ラグワート、ゴールデンラグワート、グランディースワロー、リンデン、マジョラ
ム、メドウスウィート、ＮＤＧＡ、ニーム、パドマ２８、ケルセチン、シアバター、ター
メリック、ワイルドヤム、ヨモギ、ユッカ、ビサボロール、スクラルファート、リパサイ
ド（ＬＩＰＡＣＩＤＥ）、ガウアイアズレン、必須脂肪酸、植物種子オイル及び他の植物
ソース由来の多価不飽和脂肪酸誘導体、又は他の何れかの抗炎症剤を含む。必須脂肪酸（
ＥＦＡ）は、リノレン酸及びアルファリノレン酸等のオメガ－３及びオメガ－６脂肪酸を
含む場合がある。さらに、ＥＦＡを含む何れかの既知のハーブ又は様々な化合物を組成物
に含めることができる。そのようなハーブの例はアマニ及びイブニングプリムローズオイ
ルを含む。
【００６６】
　組成物は、１つ以上の抗神経痛性化合物を含み得る。抗神経痛性作用を有する化合物は
、一般に、神経の並びに沿って、又は神経の分布領域において、痛み又は不快感を軽減す
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る。利用可能な適切な抗神経痛剤は、カプサイシノイド、ローマカモミールオイル、コリ
アンダーオイル、又は何れか他の抗神経痛性化合物が含まれる。
【００６７】
　組成物は、１つ以上の抗酸化剤を含み得る。抗酸化活性を有する化合物は、一般に、組
織の損傷又は劣化を防ぐ。利用可能な適切な抗酸化剤の例は、コンドロイチン、アスコル
ビン酸、ビタミンＣ、ココアバター、グレープシードオイル、セントジョンズワート抽出
物、コリアンダーオイル、システイン、バーレイグラス、ビルベリー、エキナセア、ニン
ニク、ジンジャー、イチョウ、チョウセンニンジン、グレープシードプロアントシアニジ
ン抽出物、グリーンティー、ホーソン、レモンバーム、ミルクシスル、オレガノ、ペパー
ミント、ザクロジュース、スベリヒユ、ピクノジェノール、赤ワイン、ローズマリー、シ
ザンドラ、朝鮮五味子、ウレンチュン（ｗｕｒｅｎｃｈｕｎ）、トリリノレイン、サンチ
、酒石酸、ターメリック、α－トコフェロール又は他の何れかのトコフェロール、ジブチ
ルヒドロキシトルエンブチルヒドロキシアニソール、又はその他何れかの抗酸化剤を含む
。
【００６８】
　組成物は、１つ以上の血液循環促進剤を含み得る。血液循環促進剤は、一般に、組成物
が適用される領域への血液循環を増加させる。利用可能な適切な血液循環促進剤の例は、
ＭＳＭ（メチルスルホニルメタン）、アルニカ抽出物、ローマカモミールオイル、イラク
サ抽出物、マリーゴールド抽出物、グレープシード抽出物、ブルーボトル抽出物、コリア
ンダーオイル、ライムツリー抽出物、マリーゴールド抽出物、ナツシロギク抽出物、セン
トジョンズワート抽出物、ウィッチヘーゼル抽出物、アルジュナ、バラ、ベンゾイン、ビ
ルベリー、ブラックペッパー、ブルーガムユーカリ、ブルーヴァーヴァイン、ボルネオー
ル、ブッチャーズブルーム、カイエン、イトスギ、ゼラニウム、ジンジャー、イチョウ、
グレープシードプロアントシアニジン抽出物、ホーソン、Ｌ－アルギニン、レモン、レモ
ングラス、リンデンフラワー、ニアウリ、エンバクわら、オレンジブロッサム、パッショ
ンフラワー、ペルーバルサム、パイン、サンショウ樹皮、ローズオイル、ローズマリー、
スペインセージ、スプルース、 チェンチーチョウセンニンジン（Ｔｉｅｎ Ｃｈｉ ｇｉ
ｎｓｅｎｇ）タイム、バイオレット、ホワイトバーチ、ヨヒンベ、又はその他何れかの血
液循環促進剤を含む。
【００６９】
　組成物は、抗うつ剤、抗不安剤、又は抗ストレス活性を有する１つ以上の化合物を含み
得る。利用可能な適切な抗うつ剤、抗不安剤、又は抗ストレス化合物の例は、ＭＳＭ、カ
バカバ抽出物、ローマカモミール抽出物、ナツシロギク抽出物、セントジョンズワート抽
出物、ミツバチ花粉、ベルガモット、ブラックコホッシュ、ブラックホースハウンド、ブ
グルウィード、カリフォルニアポピー、クラリーセージ、カウスリップ、ダミアナ、ＤＨ
ＥＡ（デヒドロエピアンドロステロン）、ゼラニウム、チョウセンニンジン、ゴツコラ、
グレープフルーツ、ヒソップ、ジャマイカハナミズキ、レディーススリッパー、ラベンダ
ー、レモンバーム、リコリス、リンデン、ロベリア、メート、ヤドリギ、モスワート、ヨ
モギ、エンバクわら、パッションフラワー、ペパーミント、ローズマリー、スカルキャッ
プ、バレリアンルート、ヴァーヴァイン、ワイルドレタス、ウッドベトニー、又は他の何
れかの抗うつ剤、抗不安剤、抗ストレス剤を含む。
【００７０】
　組成物は、何れかの鎮痛剤、抗炎症剤、抗酸化剤、血液循環促進剤、抗うつ剤、又は抗
ストレス型のハーブをさらに含み得る。利用可能な適切なハーブの例は、アルジュナ、バ
ラ、バーレイグラス、ミツバチ花粉、ベンゾイン、ベルガモット、ビルベリー、ブラック
コホッシュ、ブラックホースハウンド、ブラックペッパー、ブルーガムユーカリ、ブルー
ヴァーヴァイン、ルリジサ、ボルネオール、ボスウェリア、ブロメライン、ブグルウィー
ド、ミシマサイコ、ゴボウ、ブッチャーズブルーム、カリフォルニアポピー、カンファー
、カイエン、クラリーセージ、コカッシュウィード、カウスリップ、コフウィード、イト
スギ、ダミアナ、タンポポ、デビルズクロールート、ＤＨＥＡ、エキナセア、エルダーフ
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ラワー、イブニングプリムローズオイル、アマニ、ニンニク、ゼラニウム、ジンジャー、
イチョウ、チョウセンニンジン、ゴールデングラウンセル、ゴールデンラグワート、ゴー
ルデンセネキオ、ゴツコラ、グレープフルーツ、グレープシードプロアントシアニジン抽
出物、グリーンティー、グランディースワロー、ホーソン、ヘザー、ヒソップ、ジャマイ
カハナミズキ、ジュニパー、ケンフェロール、Ｌ－アルギニン、レディーススリッパー、
ラベンダー、レモン、レモンバーム、レモングラス、リコリス、ライフルート、リンデン
、ロベリア、マジョラム、メート、メドウスィート、ミルクシスル、ヤドリギ、モスワー
ト、ヨモギ、ＮＤＧＡ（ノルジヒドログアイアレチン酸）、ニーム、ニアウリ、エンバク
わら、オレンジブロッサム、オレガノ、パドマ２８、パッションフラワー、ペパーミント
、ペルーバルサム、パイン、ザクロジュース、サンショウ樹皮、スベリヒユ、ピクノジェ
ノール、ケルセチン、ラグワート、赤ワイン、ローズオイル、ローズマリー、サリシナム
、シザンドラ、シャープソレル、スカルキャップ、スペインセージ、スプルース、スクウ
ォーウィード、チェンチーチョウセンニンジン、タイム、トリリノレイン、ターメリック
、バレリアンルート、ヴァーヴァイン、バイオレット、ホワイトバーチ、ワイルドレタス
、ワイルドヤム、ウィンターグリーン、ウッドベトニー、ヨモギ、ヨヒンベ、ユッカ、又
は何れか他の鎮痛剤、抗炎症剤、抗酸化剤、血液循環促進剤、抗うつ剤、抗不安剤、又は
抗ストレス型のハーブを含む。
【００７１】
　組成物は、１つ以上の薬用抽出物を含み得る。薬用抽出物は、様々な薬効を有し得る。
利用可能な適切な薬用抽出物は、アロエ抽出物、カンドック抽出物、ニンジン抽出物、シ
ンコナ抽出物、クローブ抽出物、コモンフェンネル抽出物、ヤグルマギク抽出物、クリー
ピングサキシフラゲ（ｃｒｅｅｐｉｎｇ ｓａｘｉｆｒａｇｅ）抽出物、キュウリ抽出物
、ヘチマ抽出物、ユーカリ抽出物、スギナ抽出物、ハマメリス抽出物、シャクヤク（ｈｅ
ｒｂａｃｅｏｕｓ ｐｅｏｎｙ）抽出物、セイヨウトチノキ抽出物、ドクダミ抽出物、ア
イリス根茎抽出物、レモン抽出物、リコリスルート抽出物、ムラサキ抽出物、メリロット
抽出物、メリッサ抽出物、マルベリー抽出物、ピーチ抽出物、ピーチリーフ抽出物、フェ
ロンデンドロンアムレンセルプル抽出物、プラセンタ抽出物、プリムローズ抽出物、ラズ
ベリー抽出物、ローズ抽出物、アカヤジオウ抽出物、セージ抽出物、海藻抽出物、シルク
抽出物、ソープワート抽出物、ソフォラアンガスティフォリア抽出物、ティー抽出物、タ
イム抽出物、胸腺抽出物、ホワイトデッドイラクサ抽出物、又は何れか他の薬用抽出物を
含む。
【００７２】
　組成物に含まれ得る薬物及び薬効成分は、上記の成分によって限定されない。目的に応
じて、薬物及び薬効成分を単独で組成物に配合することができ、又は２つ以上のタイプの
薬効成分を組み合わせることができ及び適宜製剤化され得る。さらに、薬物及び薬効成分
は、遊離形態で使用されるだけでなく、塩を形成できる場合は酸又は塩基性の塩の形態で
、又はカルボン酸基を有する場合エルテルの形態で組成物に製剤化され得る。
【００７３】
　組成物は、１つ以上のサンスクリーンを含み得る。利用可能な適切なサンスクリーンの
例は、アラントイン、ＰＡＢＡ、ｐ－アミノベンゾエート、ベンゾフェノン－２、ベンゾ
フェノン－６、ベンゾレゾルシノール、サリチル酸ベンジル、シノキサート、ジオキシベ
ンゾン、エスクロシド、エチル４－ビス（ヒドロキシプロピル）アミノベンゾエート、エ
チルヘキシルｐ－メトキシケイヒ酸、エトクリレン、グリセリルアミノベンゾエート、ホ
モサレート、サリチル酸メチル、アントラニル酸メチル、メチルオイゲノール、３－（４
－メチルベンジリデン）ボラン－２－オン、メキセノン、オクタベンキソン、オクトクリ
レン、オキシベンゾン、パジメート、２－フェニル－１Ｈ－ベンゾイミダゾール－５－ス
ルホン酸、スルイソベンゾン、３－ベンジリデンカンファー、コーヒー抽出物、サリチル
酸エチル、ＰＡＢＡグリセリル、ホモサレート、サリチル酸イソプロピルベンジル、アン
トラニル酸メンチル、ナイロンー１２（及び）二酸化チタン、オクチルジメチルＰＡＢＡ
、オクチルメトキシシンナメート、サリチル酸オクチル、オクチルトリアゾン、オリザノ
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ール、ＰＥＧ－２５ＰＡＢＡ、ＴＥＡ－サリチル酸、二酸化チタン、酸化亜鉛、ベンゾフ
ェノン－１、ベンゾフェノン－３、ベンゾフェノン－４、ベンゾフェノン－８、ベンゾフ
ェノン－９、ベンゾフェノン－１１、ベンゾフェノン－１２、ブチルメトキシジベンゾイ
ルメタン、４－イソプロピルジベンゾイルメタン、アボカジン、アーガナオイル、ＤＥＡ
－メトキシシンナメート、ドロメトリゾール、エチルジヒドロキシプロピルｐ－アミノ安
息香酸、エトクリレン、イソプロピルメトキシシンナメート、３－（４－メチルベンジリ
デン）－カンファー、オクトクリレン、オクチゾール、オクチルジメチルＰＡＢＡ、オク
チルメトキシシンナメート、サリチル酸オクチル、オクチルトリアゾン、ＰＡＢＡ、シア
バター、ＴＥＡ－サリチル酸、トリ－ＰＡＢＡ－パンテノール、又は何れか他の３スクリ
ーンを含む。
【００７４】
　組成物は、１つ以上の防虫剤を含み得る。利用可能な適切な防虫剤の例は、ブトピロノ
キシル、ブチルエチルプロパンジオール、フタル酸ジブチル、ジエチルトルアミド、フタ
ル酸ジメチル、エトヘキサジオール、シトロネラ、カンファー、又は何れか他の防虫剤を
含む。
【００７５】
　組成物は、１つ以上の防腐剤を含み得る。利用可能な適切な防腐剤の例は、グレープシ
ード抽出物、ココアバター、メチルパラベン、プロピルパラベン、ジアゾリンジニルウレ
ア、ソルビン酸、フェノキシエタノール、エチルパラベン、ブチルパラベン、ブチルパラ
ベンナトリウム、カプリリルグリコール、デヒドロ酢酸、又は何れか他の防腐剤を含む。
組成物は、防腐剤を含んでも含まなくてもよく、複数の防腐剤を含んでもよい。防腐剤は
、望ましくない細菌及び真菌が組成物中に発生することを防ぐことに役立ち得る。防腐剤
は、組成物の貯蔵寿命を延ばすことができる。貯蔵寿命は、組成物が産生される際及び組
成物が皮膚表面に塗布される際の間の時間を指す場合がある。防腐剤は、当業者に知られ
ている様々な目的に役立ち得る。
【００７６】
　組成物は、糖（例えば、白糖、ブラウンシュガー等）、又は糖同等物、又は他の角質除
去剤、又は角質除去を補助する粒状材料をさらに含み得る。利用可能な適切な角質除去剤
の例は、プムス、アプリコットミール、グラウンドエンバク、クルミ殻粉、及びグラウン
ドアーモンドミールを含む。組成物の一実施形態は、白糖を含む。
【００７７】
　組成物は、１つ以上の香料及び/又は着色料（例えば、顔料、染料等）を含み得る。フ
ローラル、ハーバル又はフルーティーフレグランス等の何れかのタイプの天然又は合成の
香料が利用可能である。香料の使用は、化粧品業界及び一般用医薬品製剤の分野でよく知
られており、多くの適切な香料が当該技術分野で知られている。組成物の安定性及び機能
は一般に、香料の存在又は不存在によって変化しない。フリージアエッセンシャルオイル
は、天然の香料として使用され得る。他のエッセンシャルオイルも天然の香料として使用
され得る。香料は取り除くことができ、組成物が、感受性の高い個人又は香料に対してア
レルギー反応を起こす可能性のある個人への使用が意図されている状況では、香料を除く
ことが望ましい場合がある。ＦＤ＆ＣブルーＮｏ．１等の何れかのタイプの天然又はＦＤ
＆Ｃ着色料が使用され得る。必要に応じて、組成物は無色であってもよく、又は組成物中
に存在する１つ以上の化合物によって提供される色を呈してもよい。
【００７８】
　組成物は、化粧品又は医薬組成物に通常使用されるもの等の、医薬上又は化粧品上許容
される様々な賦形剤又は添加剤をされに含み得る。賦形剤又は添加剤は、ｐＨ調整剤、安
定剤、着色剤、発泡剤、粘度調整剤、アルブチン等の美白剤、アルギン酸塩及びＣａｒｂ
ｏｍｅｒ－９４０等の充填剤又は増粘剤、展着剤、真珠光沢剤、水、大気、及び塩、顔料
、脂肪、エステル等の固体表面上の侵襲的な物質から皮膚を保護する薬剤、キトサン、塩
、ワックス、及び長鎖アルコール等の保護剤であり得る。他の添加剤は、乳酸、クエン酸
、グリコール酸、コハク酸、酒石酸、ｄｌリンゴ酸、炭酸カリウム、炭酸水素ナトリウム
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、炭酸水素アンモニウム、及び他のｐＨ調整剤が含まれる。前述の添加剤の様々な組み合
わせが、本開示の組成物において利用され得ることが理解されるだろう。さらに、組成物
は、そのような成分を実質的に含まないか、又は完全に含まなくてもよい。
【００７９】
　組成物は、化粧品として許容される担体（又はビヒクル）を含むように製剤化され得る
。化粧品として許容される担体の例は、限定されないが、水、グリセリン、ワックス、エ
タノール等の様々なアルコール、プロピルアルコール、ベジタブルオイル、ミネラルオイ
ル、シリコーンオイルなどのシリコーン、脂肪酸エステル、脂肪酸アルコール、グリコー
ル、ポリグリコール、又はそれら何れかの組み合わせを含む。さらなる例は、上記任意の
添加剤に記載される。
【００８０】
　本開示の組成物は、当該技術分野で理解されている様々な方法を用いて調製され得る。
組成物の調製の一実施例において、当該調製方法は、微生物の集団の少なくとも１つ及び
微生物の集団から得られた成分を任意に、上記１つ以上の追加の成分（例えば担体及び／
又は添加剤）と共に組み合わせて、組成物を得るステップを含む。成分は、従来の製造方
法及び装置、例えば、ミキサー、ブレンダー等を使用して組み合わせられ得る。
【００８１】
　完成した組成物は、限定されないが、エアロゾルスプレー、ゲル、クリーム、分散液、
エマルション、フォーム、液体、ローション、保湿剤、ムース、パッチ、ポマード、パウ
ダー、ポンプスプレー、固体、溶液、スティック、スエーブ、又はタオルなどの皮膚への
局所塗布に適した何れかの形態であり得る。エマルションは、水中油型エマルション、油
中水型エマルション、及びシリコーン中水型エマルションを含む。様々な実施形態におい
て、組成物は、医薬品、準医薬品、又は化粧品の形態で使用され得る。それは、ローショ
ン、クリーム、軟膏、パウダー、ジェル、エアロゾル、泡、洗顔剤、バーム、ジェル、シ
ャンプー、コンディショナー、ウォッシュ、リンス、タオル、美容液、パック、マスク、
メイクアップ、ファンデーション、スクラブ、角質除去剤、石鹸、リップスティック、ヘ
ア化粧品、ボディ化粧品、又は何れか他の体の外表面への塗布に適した形態の形態を取り
得る。ただし、組成物が取り得る形態はこれらに限定されない。特定の実施形態において
、組成物は、局所用組成物の形態、任意に、局所用ローション、局所用洗顔剤、局所用ク
リーム、局所用バー、局所用スティック、又はそれらの組み合わせの形態である。
【００８２】
　産業上の利用可能性
　この開示は、皮膚マイクロバイオーム、具体的にはコリネバクテリウム・クロッペンシ
ュテッティｓｐｐ．の組成物をポストバイオティクス及び／又はプロバイオティクスで調
製することに有用である。皮膚上のコリネバクテリウム・クロッペンシュテッティｓｐｐ
．の存在量は、皮膚の炎症（臨床的に見えるか、又は無症状の何れか）を獲得又は有する
可能性の診断マーカーとしても使用され得る。
【００８３】
　本開示の方法及び組成物を例示する以下の実施例は、本発明を例示することを意図して
おり、本発明を限定することを意図していない。
【実施例】
【００８４】
　２つの断面観察研究が実施された。第１の研究において、４９５人の対象が観察された
。この研究は、ミシガン州中部、初秋に実施されたウォークイン自発的な断面研究であっ
た。対象は、１０～７０歳超の範囲であった。マイクロバイオームのスワブサンプリング
は、前額部、頭皮、前腕、鼻、及び口の５つの身体部位で行われた。各対象で３００以上
の変数が収集された。第２の研究においては、１５５人の対象が、ミシガン州中部、春の
終わりに観察された。
【００８５】
　図を参照すると、図１は、第１の研究の対象の人口統計を示す円グラフである。図２は
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、第１の研究の対象の人口統計をさらに示す棒グラフである。
【００８６】
　図３は、シャノン指数で推定された各部位での最近の多様性を示すパネルである。グラ
フの各ポイントは、サンプルの多様性スコアを表す。図４は、サンプル間の細菌の微生物
組成の類似性を示す序数である。ポイントは、部位ごとに色分けされた個々のマイクロバ
イオームを表す。
【００８７】
　図５は、コリネバクテリウム（未分類）の前額部の種レベルを分析する箱ひげ図である
。図６は、コリネバクテリウム・クロッペンシュテッティの前額部の種レベルの分析を示
す箱ひげ図である。オリゴタイピングパイプラインは、コリネバクテリウム属内の種レベ
ルの変動を識別するために用いられた。種レベルの変動は、年齢（ｘ軸）に応じて相対存
在量（ｙ軸）がどのように変化するかを視覚化することにより、コリネバクテリウム（未
分類）及びコリネバクテリウム・クロッペンシュテッティと関連付けられた。コリネバク
テリウム・クロッペンシュテッティは、中年成人（４０～４９歳）のコリネバクテリウム
（未分類）を、それらの高い共排除によって追い払うような傾向があった。図７は、コリ
ネバクテリウム（未分類）とコリネバクテリウム・クロッペンシュテッティが相互に排他
的であることを示す散布図である。
【００８８】
　図８は、コリネバクテリウム・クロッペンシュテッティがしわ及びシミとどのように相
関するかを示すヒートマップである。また、図示されているように、コリネバクテリウム
（未分類）は、しわ及びシミと相関が低いか全くない。図９は、コリネバクテリウム・ク
ロッペンシュテッティの存在量の関数として発赤スコアの分布を示す箱ひげ図である。図
１０は、皮膚の発赤の視覚的な等級付けスケールを示す一連の写真であり、左側が、発赤
が少ない／なし（１として定める）から右側が、発赤が高い（５として定める）までの範
囲である。
【００８９】
　驚くべきことに、コリネバクテリウム（未分類）は、若者に関連し、コリネバクテリウ
ム・クロッペンシュテッティは、高齢者に関連していることが発見された。加えて、コリ
ネバクテリウム（未分類）及びコリネバクテリウム・クロッペンシュテッティは、相互に
排他的であることが発見された。一方が存在する場合、もう一方は存在しない（つまり共
存しない）。驚くべきことに、コリネバクテリウム・クロッペンシュテッティが皮膚の発
赤と有意に関連していることが発見された（ｒ２＞０・４、図９参照）。コリネバクテリ
ウム（未分類）及びコリネバクテリウム・クロッペンシュテッティは相互に排他的である
ため、コリネバクテリウム（未分類）は、コリネバクテリウム・クロッペンシュテッティ
を調整するためのツールとしても使用可能である（例えば、培養上清を介して及び／又は
微生物自体と共に）。
【００９０】
　以下の追加の実施形態が提供され、ここで、これらの番号付けは、重要度のレベルを指
定するものとして記載するものではない。
【００９１】
　追加の実施形態
　実施形態１は、皮膚のマイクロバイオームを改変する方法に関し、当該方法は、局所組
成物を対象の皮膚に投与することを含み、ここで、前記局所用組成物は、微生物の集団、
微生物の集団から得られる成分、又はそれらの組み合わせを含み； 前記微生物の集団は
、コリネバクテリウム種であり； 及び前記コリネバクテリウム種は、１６Ｓ ｒＲＮＡ配
列（配列番号１）と少なくとも約９０％、任意に少なくとも約９７％の配列同一性を含む
。
【００９２】
　実施形態２は、前記局所組成物が、微生物の集団を含む、実施形態１に関する。
【００９３】
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　実施形態３は、前記局所組成物が、前記微生物の集団から得られる成分を含む、実施形
態１又は２に関する。
【００９４】
　実施形態４は、前記成分が、前記微生物の集団から得られた上清及び／又はその派生物
を含む、実施例３に関する。
【００９５】
　実施形態５は、前記微生物の集団及び前記微生物の集団から得られる成分の少なくとも
１つが、前記対象の少なくとも１つの皮膚の病状を低減、遅延、及び／又は予防するため
の治療有効量で前記局所組成物中に存在する、先行する実施形態の何れか１つに関する。
【００９６】
　実施形態６は、前記対象の皮膚の病状が、炎症、発赤、色素沈着過剰、しわ、又はそれ
らの組み合わせを含む、実施形態５に関する。
【００９７】
　実施形態７は、前記局所用組成物が、局所用医薬組成物又は局所用化粧品組成物の形態
である、先行する実施形態の何れか１つに関する。
【００９８】
　実施形態８は、前記局所用組成物が、少なくとも１つの化粧品として許容される担体、
賦形剤、添加剤、又はそれらの組み合わせをさらに含む、先行する実施形態の何れか１つ
に関する。
【００９９】
　実施形態９は、前記対象がヒトであり、少なくとも１８歳であり、任意に約３０～約８
０歳である、先行する実施形態の何れか１つに関する。
【０１００】
　実施形態１０は、前記対象の皮膚が、前記局所用組成物を投与する前の微生物の在来集
団を有し、前記微生物の在来集団が、前記対象の皮膚に投与される前記局所用組成物に関
連する前記微生物の集団とは異なる、先行する実施形態の何れか１つに関する。
【０１０１】
　実施形態１１は、前記微生物の在来集団が、コリネバクテリウム・クロッペンシュテッ
ティを含み、ここで、任意に、コリネバクテリウム・クロッペンシュテッティが、参照１
６Ｓ ｒＲＮＡ配列（配列番号２）に対し、少なくとも約９０％、任意に少なくとも約９
７％の配列同一性を有する、実施形態１０に関する。
【０１０２】
　実施形態１２は、前記局所用組成物が、前記対象の皮膚に手で塗布され、任意に前記局
所用組成物が、前記対象の皮膚に擦り付けられ及び／又は揉みこまれる、先行する実施形
態の何れか１つに関する。
【０１０３】
　実施形態１３は、前記対象の皮膚が、前記対象の顔の皮膚としてさらに定義され、任意
に、前記対象の前額部の皮膚としてさらに定義される、先行する実施形態の何れか１つに
関する。
【０１０４】
　実施形態１４は、対象の皮膚のマイクロバイオームを改変する局所用組成物に関し、前
記局所用組成物が、以下の：微生物の集団、微生物の集団から得られた成分、又はそれら
の組み合わせを含み、ここで、前記微生物の集団が、コリネバクテリウム種であり； 前
記コリネバクテリウム種が、１６Ｓ ｒＲＮＡ配列（配列番号１）に対し、少なくとも約
９０％、任意に少なくとも約９７％の配列同一性を有する、局所用組成物に関する。
【０１０５】
　実施形態１５は、前記局所用組成物が、前記微生物の集団を含む、実施形態１４に関す
る。
【０１０６】
　実施形態１６は、前記局所用組成物が、前記微生物の集団から得られた前記成分を含む
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、実施形態１４又は１５に関する。
【０１０７】
　実施形態１７は、前記成分が、前記微生物の集団から得られた上清及び／又はその派生
物を含む、実施形態１６に関する。
【０１０８】
　実施形態１８は、前記微生物の集団及び前記微生物の集団から得られる前記成分の少な
くとも１つが、前記対象の少なくとも１つの皮膚の病状を低減、遅延、及び／又は予防す
るための治療有効量で前記局所用組成物中に存在する、実施形態１４～１７の何れか１つ
に関する。
【０１０９】
　実施形態１９は、前記局所用組成物が、局所用医薬組成物又は局所用化粧品組成物の形
態である、実施形態１４～１８の何れか１つに関する。
【０１１０】
　実施形態２０は、前記局所用組成物が、少なくとも１つの化粧品上許容される担体、賦
形剤、添加剤、又はそれらの組み合わせをさらに含む、実施形態１４～１９の何れか１つ
に関する。
【０１１１】
　実施形態２１は、対象の皮膚への実施形態１４～２０の何れか１つによる前記局所用組
成物の使用に関する。
【０１１２】
　実施形態２２は、炎症、発赤、色素沈着過剰、しわ、及びそれらの組み合わせからなる
群から選択される皮膚の病状に対処するための実施形態１４～２０の何れか１つによる前
記局所用組成物の使用に関する。
【０１１３】
　用語「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」又は「含む（ｃｏｍｐｒｉｓｅ）」は、本明細
書において、「含む（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」、「含む（ｉｎｃｌｕｄｅ）」、「から本
質的になる」、及び「からなる」という概念を意味する及び包含するためにその最も広い
意味で使用される。例示的な例を列挙するための「例えば（ｆｏｒ ｅｘａｍｐｌｅ）」
、「例えば（ｅ．ｇ．）」、「例えば（ｓｕｃｈ ａｓ）」、及び「含む」の使用は、列
挙された例のみに限定されない。従って、「例えば（ｆｏｒ ｅｘａｍｐｌｅ）」又は「
例えば（ｓｕｃｈ ａｓ）」は、「例えば、これらに限定されない」又は「等、これらに
限定されない」を意味し、他の類似又は同等の例を包含する。本明細書で使用される「約
」という用語は、機器分析によって、又はサンプル処理の結果として測定された数値の小
さな変動を合理的に包含する又は説明することに役立つ。そのような小さな変動は、数理
の±０～１０、±０～５、±０～２．５％のオーダーである可能性がある。さらに、「約
」という用語は、値の範囲に関連付けられている場合、両方の数値に適用される。さらに
、「約」という用語は、明示的に述べられていなくとも、数値に適用される場合がある。
【０１１４】
　一般的に、本明細書で使用される場合、値の範囲内のハイフン「－」又はダッシュ「－
」は、「から（ｔｏ）」又は「から（ｔｈｒｏｕｇｈ）」であり；「＞」は、「超（ａｂ
ｏｖｅ）」又は「より大きい（ｇｒｅａｔｅｒ－ｔｈａｎ）」であり；「≧」は、「少な
くとも（ａｔ ｌｅａｓｔ）」又は「以上（ｇｒｅａｔｅｒ－ｔｈａｎ ｏｒ ｅｑｕａｌ 
ｔｏ）」であり；「＜」は、「未満（ｂｅｌｏｗ）」又は「未満（ｌｅｓｓ－ｔｈａｎ）
」であり； 及び「≦」は、「最大（ａｔ ｍｏｓｔ）」又は「以下（ｌｅｓｓ－ｔｈａｎ
 ｏｒ ｅｑｕａｌ ｔｏ）」である。個別に、特許に関する前述の各出願、特許、及び／
又は特許出願公開は、１つ以上の非限定的な実施形態において、その全体が参照により本
明細書に明示的に組み込まれる。
【０１１５】
　添付の特許請求の範囲は、詳細な説明に記載された化合物、組成物、又は方法に限定さ
れず、添付の特許請求の範囲に含まれる特定の実施形態間で異なり得ることが理解される
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何れかのマーカッシュグループに関して、他の全てのマーカッシュメンバーから独立した
それぞれのマーカッシュグループの各メンバーから、異なる、特別の、及び／又は予期し
ない結果が得られる場合があることを理解されたい。マーカッシュグループの各メンバー
は、個別に又は組み合わせて依拠することができ、添付の特許請求の範囲内の特定の実施
形態に対して適切なサポートを提供する。
【０１１６】
　また、本発明の様々な実施形態を説明する際に依拠する範囲及び部分範囲は、独立的に
及び集合的に添付の特許請求の範囲内にあり、そのような値が明細書中に明確に記載され
ていない場合でも全体及び／又は分数の値を含む全ての範囲を記載する及び企図すると理
解される。当業者は、列挙された範囲及び部分範囲が、本発明の様々な実施形態を十分に
説明し、実施可能であることを容易に認識することができ、そのような範囲及び部分範囲
は、関連する半分、１／３、１／４、１／５等にさらに詳しく記述することができる。ほ
んの一例として、「０．１～０．９」の範囲は、さらに、下３分の１、すなわち、０．１
～０．３、中３分の１、すなわち０．４～０．６、及び上３分の１、すなわち０．７～０
．９に記載されてもよく、これは、独立的に及び集合的に添付の特許請求の範囲内にあり
、独立的に及び集合的に依拠し、添付の特許請求の範囲内の特定の実施形態に対するサポ
ートを提供する。加えて、「少なくとも」、「より大きい」、「未満」、「以下」等の範
囲を定義する又は変更する言語に関して、そのような言語は、部分範囲及び／又は上限又
は下限を含むことを理解されたい。他の実施例として、「少なくとも１０」の範囲には、
本質的に少なくとも１０～３５、少なくとも１０～２５の部分範囲、２５～３５の部分範
囲等が含まれ、各部分範囲は、独立的に及び集合的に依拠することができ、添付の特許請
求の範囲内の特定の実施形態に対する適切なサポートを提供する。最終的に、開示された
範囲内の独立した数は、それに依拠することができ、添付の特許請求の範囲内の特定の実
施形態に対する適切なサポートを提供する。例えば、「１～９」の範囲には、３等の様々
な独立した整数、及び４．１等の小数点（又は分数）を含む独立した数値が含まれ、これ
は、添付の特許請求の範囲内の特定の実施形態に依拠し、適切なサポートを提供すること
ができる。
【０１１７】
　本発明は、本明細書において例示的な方法で説明されており、使用されている用語は、
限定ではなく説明の用語の性質を意図していることを理解されたい。上記教示に照らして
、本発明の多くの改変及び変更が可能である。本発明は、添付の特許請求の範囲内で具体
的に説明されたものとは別の方法で実施することができる。独立及び従属請求項の全ての
組み合わせの主題は、単一及び複数従属の両方で、本明細書中に明確に企図されている。
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